
抄
物
に
於
け
る
「
清」
「
濁」

一
、

本
稿
の
意
図

抄物に於ける「涜J r濁」注記について

室
町
時
代
の
抄
物の
中
には 、
テ
キス
ト

に当
る
漢
文
を
訓
点
付
き

で一
部

又
は
全
文
引
用
す
る
所
に

、

漢
字
音
や

少

数
の

和

語
の

発
立
自
に
つ

い

て
、

スム
エゴル

「
清」
「濁」
と

注記
す
る
も
のが
あ
る。
注記
の
方
法
には 、
川
引
用
の
訓
読

スム
ユゴル

文
に於
て
直
接
「
清」
「濁」
と
注
記
す
る
も
の
と、
同
抄
文
中

で
「
iハ
清

ゾ」
「
1ハ

濁
ゾ」
と

注記
す
る
も
の
と

が
あ
る

。
判
例
の
注
記
を 、
種々
の

スム
ニゴル

清
濁
表
記
法
の
中
の一
方
法
と
して

「
清」
「
濁」
注記
と
呼
ぶ
乙
と

にす
る。

例
え
ば 、

漢
書
列
伝
竺
桃
抄
には

次
の

如
く
あ
る
。

(
抄
出)

川
訓
読
文
に於
て
直
接
注記
す
る
例

消

スムスム

博Y
(回
オ2

)(
町市制hr計
品川下陪いU)
中川!釘
(お
オ8)

1mソ

ハウ濁

学

(日
ウげ)

妄
言
(況
オ
9)

同
抄
文
中
で
注記
す
る
例

別
将 、
別ハ
音ハ
品川
テヨ
ム
ソ
(1
ウ6

)

武1
人
音ハ
仁
卜
凶
ソ
(1
ウ4)

エゴル

「
清」
「
濁」
注記
につ
い
て
説
か

れ
た
先
学
の
御
研
究
に
は 、
は
や
く、

注
記
に
つ
い
て

来

田

隆

足
利
街
述
氏

が
博
士
家
の
読
書
読
書
の
際
の三
原
則
の一
則
と
し

て
「
清
濁
を

厳
重
に区
別
せ
し
乙
と」
を
挙
げ
ら

れ、
乙

の
種
の
注記
が
清
原
宣
賢
の
孝
経

秘
抄 、

論
語
集
解
正
文 、

中
府
立
勾
正
文
に

存
す
る
と
と
を
明
ら
か
に
し
て
お

①
 

ら
れ
る

。

スム
エゴル

本
稿
は 、
乙

の
「
清」
「
濁」
注記
が
存
す
る
抄
物の
拡

が
り
を
調
査
し 、

スム
エゴル

「
清」
「濁」
注記
の
意
図を
明
ら
か
にし 、
そ

の
時
代
的
背
景
を
も
考
え
よ
う

と
す
る
も
の
であ
る

。スム
ニゴル

「
清」
「濁」
注
記の
存
す
る
抄
物

資
料
の

調
査
に
当
っ

て
は 、

版
本
では

訓
点
を
除
い
て
し
ま
う
場
合
が
多
い

スム
ユゴル

の
で

、

写
本
の

存
す
る
抄
物
に
主
阪
を
向
き 、

又 、

「
清
」
「
濁
」

注
記
の
伝
流

を
採
る
意
図
から

、

来
性
の
明ら

か
な
抄
物
に

焦
点
を
当
て
た

。

現
在
ま
で
の

スふ
ヱゴル

調
査
によっ
て 、
「
清」
「
溺」
注記
の
存
す
る
乙
と
が
明
らか
に
なっ
た
抄
物

②

 

と 、
注記
例
数
は 、
表
①に
掲
げ
た
通
り
で
あ
る。
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目コ、ま

⑬
は
川札
抑
抑
制州
従
第
九
行
冗
十
六
所
収
本
に
そ
れ
ぞ
れ
ょ
っ
た 。

(巻十
ま
で 。
建
仁
寺
両
足
院
政
写
本
と
対
校
し
て
川
い
た)⑬
は「

則一絞
一部一附ムハ物
図
抄」K

3
、

資
料⑤

⑥⑦③⑬
⑫⑬
は
原
本
を
川
在 、
①
②③①①⑬
は
紙
焼
刀
打ハ 、
⑪は
岩
波
文
郎
本

他
は
「
出川」

注
記
の
用
例
数
で
あ
る 。

2
、

漢
字
音
に
つ
い
て
の
注記
川
例
数
で

、O
を
付
し
た
も
の
は
「
凶」
れ
記
の
川
例
数
を
示
す 。

は 、
抄文中で注記するものを示す 。

注
I
、

「
前」
「
濁」
注
記
用
例
数
の
欄
のωHW
立
、

仰
は
訓
説
文
小
で
直
波
注
記
す
るも
の

、
例

i� 東T イム 1�r- 同Fト'1'i 
製主監語富事伝草 Y同-La

②fi列曳I} 左政
同
③ 舎手}現IJ i Z 徐抄

同7誠で盟納被H 左蔵
k" ⑥ 記史1:1>、 Bh里盟童 3 引沙 主銃器霊庫 j院品

同乙Z 舟通求tZ l、 λ耳(⑩ ⑪ 毛 葬 イ尖l 常llf 足院"
可 ⑭ 放規121f 4R @ 

車↓ tþ、 章ノ物、 少e也f、
民血凶白1 抄 成桃 子氏 際tLl、 イ主イ三 イJf抄云余パ ßJ;t ，lli 名 新抄

i 抄 t邑
れt ï{:/i 政

lIIì ゴ-1-1三1 t 1手|五|ニ|三1-1ニ1-1-
ヰ"ド，Vj 議語白書

ゑ
錦繍
苔畏

五�持t1 fqUll、it l Jtm 余" 相出 (イ) (，桃ロ
)

講湖月鋭川徐長郁え三が ム1l:
J
jI誌
t
4l 手1AMilE 1l 1 ? 資JE7林1袋4 i'I 内J講J4占4 2(41l31Ht liv l ，u Lfh L l ri'j 'B桃 「 1 3SJ11 桃の131 

議天科牧中i馳首酬!Fl 控gの手l }!;( ZF-源 悦守)\': 1hWπ1;、11」1日2 t 抄 の の の 、編 通〈 -IlH 手控 〈J1f主- i出笑む 111J T'; ^P: 系 慶書 f; l干時' 燐 徐二r，. IC害を雲J占 手投 1 2 1m カョ
り

j仁， t.; 成lζ 1同王 X lyl 文ブ年明し 豆年応明ま 文フ年明句f 4同ま� (j正kイ) 文(lロp]) 
:iJ< i大uk i 天χ 

立禄fI 戸ニ エ天文許「ミミ 主主手止ヲ主
天文

-'IlP内F也ア ノ'J< 延li比 正 X 
JL コ勾巳三る。 年年 陀H フじ

長 年 d下Hを 宅-以後"" �兇以n旬jÍ] 
E4zカゴでo ヨs: 吉主 完ヨヨL毛司自 ヨヨヨE 年 ，fJq 、 Cyコτ 隠さ主FrEま句R 、 ζf以後zコ、g 1'�一 ブ一し せ=ゴ ヨ3EEヨヨSL F 寸ヒ2 fY、μ J切 乙 合区主ヨ 編gg かか か の

で り ろ り言 。 らH\] � 

沼」 2描1
|
2許

一一-一 一一一 一寸i一 一一一 @
② 

一…一一 .. . 一:
玄
:仁 一 い1-1

�二二二二
滋! I .，.，kイ) 一τ否一一r一 一-4 -1--1-7-1 � I-m ト一一一一一 52一 一一一一一1一 1 2一一 一一一 一一 一1一 -2-一一一ー ヲ

3
4E

②② 「
注記 字ð'i伊- ) ①�..+......... I ...� .. I .. ー 1 1 1 3 11133 ー 'i5... I...�. 一一一1 ① ー ..9...1....2...11...� 
用数例記ー引|市② 丁寸① -1-1-7�T- 14 1 13 ②1 -1a3 一5一 2 一 一z見一 m 「| 1 一一3一一一2一 一捌色一

⑤ ② ② ① ① ⑬ ① ② ⑧  

〔表①〕



σ3 司

3、
Oを付したものは 、「濁」
注
記の字数と用例数。

2、
淡字の下の数は 、
その
字の注
記用例数を一示す 。

注
l、
ゴチックル悼の漢字は 、「濁」
注
記された
字、
他は「消」
注
記された字 。

1 ;崎
芭\λli�市\1加鏡tζ刷於品げ 脅 3ヒ2lユ 舌 2臼，� 牙 ゴ同乞 歯 コ同包ユ 喉 コu盛c 歯舌日 異 総

l次
な m 次 次 7r'; 次 玖; T乾1m り1r'; 担1 前 むな 治;; m 指1 官t 措1 �jノ ザiJ

注色定例 \ 出J 自1 四2 汗i 出2 I11J 引i 担1 担。|担i 数 数字数
①漢書列伝竺桃抄 博1 1分別弁白千| 妄�I1 I道1丈3 旧2同1 E1E 1]甲11�llîr-ri{-I-lrrrr竹 見⑤22⑤111 2111 
②漢書列伝綿景t:l、 1 1年 1 1 1 1 1 I 1 n 1 I 1 1 1 1 1 1 

③漢書列伝景徐抄 II�J III� Ilfl 1 1門 1 1 1 III{ 5②6② 
④漢書景徐抄 I l5-í 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ; 1 
⑤百納襖 1 11 1 1 1円 I 1 1 l ïiF  1 IIT1' LIIÏ 1 1 1 7 7 
⑤史(・記印抄は牧中li\'i) |聞き 1 1 1科T |庁1I�I'I 1 1す自事十謝 1 1 1 1 1 1 12 14 1 111 
⑦論語抄 11'Í 1 1 1宇 1 1 11' 1 |??lltT 1 1 1 1 1 1 8 ; 13 
③家求聴盛 1 1 1 II;� 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1CDi 1② 
③蒙求抄 博1I鼻|勃 |蜜模 11 1悶悶杜盤談 1 1押11 間tll野村持千平1111'を11 1 127 i 33① 11111 2 1 1111 21111 

⑬大学聴塵 n号 1 1退| 大代道伝 1 1秤1 1 1 1実1序1乗1善9存2 1 1 1桔 11 1 117 ! 52 11101 3 3 
@毛詩抄 1 1持 |燦物牡1 1 1大堂道場鄭回同意1 1咳 | |群 | |特Tf雪 m 1 1 1 !20①25① 1111 11111 21112111111 

父3夫2服1 亡美無 退大道地治長3伝堂2動 難1君1国1 競群 義1償2 書詔先 千1坐3士6字3自1事3時1実1上4 下5害1学4 箆 1 1 1 116 781 3 5 21 1 1 1 210 ⑫孝経秘抄 l 
|が‘

41③112⑬母3 厳3 lE1Z常1l6順序1神3普1曽6存1 
⑬中庸抄 1 1 1 1 1 1 1 u LJ1 1 1 1 w 1 1 

異なり字数 tl .� .I�② I � ⑥ �I.�.I........... :.:......... ... f�.I:.:I.� 5 :. f...�....I%I............::.........-J�ì:.I...352...-I-:.1 :.I�~ ー...ー--------_・・・・・..ー_--_..
① �I ï 縄 8(:�.... 9 総用例数

〔表②〕
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乙
の
表
に依っ
て
、
次
の
諸
点

が
明
ら
か
と
なる

。

ス
ムエゴル

一
、
「
清
」「濁
」
注記
の
存
す
る
抄
物は
、
漢
籍
の
抄
物
に多
い。
(凶
点
中

日
点
)ス
ムZゴル

二
、
「
清」
「
濁
」
注記
の存
す
る
抄
物は
、五
山
禅
僧
の
手
に
成
る
も
の
に

も
多
く
(7
点
)
博
士
家
学
者
の
も
の
で
は
、
清
原官一
賢
の
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る。
(5
点
)
ス
ムエゴル

三
、
漢
字
音
につ
い
て
の
「
清」
「
溺」
注記
が
極
め
て
多
く

、(総用例数抑

例)
、和
語
につ
い
て
の
注記
は
6
例
に過
ぎ

ない
。

四
、
漢
字
音
につ
い
て
の
「清
」「濁」
注記
の
う
ち

で
は
、「清
」
注記
が
溜

例
中捌
例
と
圧
倒
的
に多
い。

ス
ムニゴル

そζ
で
、以
下
、
漢
籍
の
抄
物
に存
す
る
漢
字
音
につ
い
て
の
「清
」「濁
」

注記
の
窓
図か
ら
検
討
を
加
え
る
乙

と
にす
る

。

ス
ムユゴル

三 、
漢
籍
の
抄
物
に
於
け
る
「
清」
「
濁」
注
記

川

「
清」
「
濁」
注
記
の
分
布

ス
ムZゴル

渓
絡
の
抄
物
に於
て
、「
清」
「溺
」
注記
され
た
漢
字
の
凱
鋭
図
上
の
分
布

を
示
せ
ば

、表
②
の
如
く
であ
る

。
と
の
表
か
ら
、
次の
と
と
が
判
明
す
る
。

付
、
「清
」
注記
され
た
漢
字
は
、
韻
鋭
濁
音
字
に
集
中
的

で
あ
る。
白
、

ス
ムエゴル

「
清」
「溺
」
注記
され
た
漢
字
の異
なり
字
数
は
山
字
で
、二
資料
以
上
に

わ
たっ
て
注記
され
る
も
の
が
目
立つ(お
字
)。
即
ち

、

スム

〔五
資料
にわ
たっ
て
「
清
」
注記
され
る
漢
字〕
道
、
回
(
以
上
2

字
)

〔
四
資料
にわ
たっ
て
「清
」
注
記
され
る
漢
字〕
学
、
白

、
事
、
童
(
以

上
4

字
)

〔三
資料
にわ
たっ
て
「清
」
注記
され
る
漢
字〕
害
、
群
、
園

、
大
、
向

山
、
士
、
時
、上
、
序
、
善
、
存
、
別
、
弁
(
以上
H
字)

の物 1 -11 清 1 ".. 1 "..1 限/1 �図の「と
0 手で 11 濁 |濁| 次 |清限 / 1 表 lζ 「献な〔 つ巳 史に次1 11 � 1 1 1 陀 Jム|③ 延 清2」り ニ 謝亙ニ凡記成の 1 11 : 6 : 1 1 清 | 胞 j 嬰I � く 」込、 品延諮抄 る 知 1 11 半j牙 j 舌j唇 1 l ' 1 臨 / 詰| 注「 叫 Z異料 常 什

暦経 で 詮 き 1 11 璽 : ;:q: : 出 j 立 | 音 | 音 | 音 門 主 | 記 艶与なに、 伝次史は物記| 計 11 日 ; u � 日・日1 � 1 1 � 11/ �制 で ー りわ 乗υ
勅 ニ 、 定 述 同」l : ; : l l l ト=笠| ぁ注記字た、た
萱 ハ 司於が1 96 11 i i 1 i 7 1 ω 1 3 11 7 11 m 1 る記さ総つ談つ
ニ、 事 て見 1 �U 11 1 i ' 1 1 1 uo 1 " 1 '1 11 [!! 1 乙カ於:号数て2漢定 此 tE士 は ら Iγ.一…一…-一一……-一一…… -一一……-一一…-一 一ι一一一ιιr '一一一一-一一-一一一一一-一……一 日………一…γγ-一一一一一一一一一一一一一' T 喝 一 1 "γ一一一….一…….一.一' r………

音様の れ 1 1η7 11 3! 3七: : 6引1 2引1 1川1 2叫l濁 | を瓦V'字濁3、巴ふ
ニ ナ 詰 、 じ:J1 ___:j ! : ! 1 LL二| 示 摂 る中 ，--"，ル堂 砕
読 事 z: 乙 I 113 11 3: 3: 1 i 13 1 叩 1 4 1 19 1 1 計| し 註 の、注 冨へ ヲ モ り 1 --" ， ， I _II _-_'_ I て 詰 で 3 8記 地官
シ モ 以 予 い 叱 あ字さ、 λ主3; 型 品 t 季でそ管 喜 重 ; 華 25付モ整 え 空 号弐ゑー シ V ' 裏」んて誤�よ漢は濁は68はくつに 'tY じ 漢伝 出ノレクて 付注のさう籍 、音唇字、でてっ き 宮空字、 き

不宣 け記漢せとの「ス字音 l と 韻 あ表い
え与室 モ2芝Z K 喜 空ム主 選 手詰モ宮て 雪 雲長司 43エ 立「 は -4"-ノ:ハ 景 即すつでも音濁ゴ見音る日清2ま韻 て、以 人 ( 半
世、 百 モ222号室EA守二宗旨名寄 416走22そ
家可 伊 五れ、。あ 量 記る字 方全記る清 通安ゎ上16 中
ト;% 山 ら「 読る0の 。、、 96さと濁 し り た 2 字宍可 3 禅の清2舎とを意と半面ェ字れ表範 た抄つ字)十

{曽抄」音と楳図の歯」Zのた③鴎 怠物て)
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抄物lζ 於 け る 「 清J í濁」 注 記 に つ い て

ソ
(5
オ
6
⑬)(姉

崎諮問VS

サ
レ
ト
モ
最
初
カ
ラ
承
伝ル
ハ
呉

音
ナル
ホ
トニ
挙レ
国
呉

音-一
熟ス

ル
ホ
トニ 、
附ニ
云
フ
時ハ
呉

音ニ
云
ソ 、
人モ
ヨ
ク
ロ釘
解
ソ 、
勅
命
ナ

レ
ハ
開
弘百
説ム
一時ハ 、
皆
漢

音-一
清
テ
読
ソ
(4
ウ2
⑬)

O
百
納
襖
で
は

易
テハ
漢

音カ
本
ナ
リ
(回
オ
2
①)

捻〆
儒
金百ハ
皆
其

音
滑ム
ナ
リ 、
漢

音ハ
ツ
ヨ
クス
ム
モ
ノ
ソ
(日
ウ

2
①)
 

捻〆
易ハ
専
漠立日
ヲ
本ニ
読カ
(巾略)
此モ
俗
書ノ
約
束
テ 、
暗-一

云
時ハ
呉

音ニ
説、、、 、
書ニ
臨
テ
読ニ
ハ
漢

音ニ
呼
ソ
(出
ウ
ロ
⑪)

と
あ
る。
ζ

れ
を
要
す
る
に、
渓
符の
読
者の
際に
は
漢

音
に
依
る
べ
き
こ

と、
波立回
は
「
強
ク
清ム」
もの
で
あ
る
ζ

と、
但 、
暗
に
言
う
時
は、
呉立自

に言っ
て
良
い
こ

と
と
なる。
と
れ
と
同
窓
の
記
述
は
清
原
宮一
賢の
抄
物
にも

存
す
る。

O
毛
詩
抄
で
は

書
テハ
テ
イ
ケン
トヨ
ミ
候 、
只口
テ
云
時ハ
ヂ
ヤ
ウ
ゲン
ソ
(泊
/

9
①)(鵬一純一日制
一芳照
致問問敬 、)

文
字ヨ
ミ
ノ
清
、紛
カ
大
事ソ 、
大
方
タン
煉
セ
イ
テ
ハ
ソ
(拙
/日

②)
 

O
蒙
求
抄
で
は

カキヨ家
語 、
夕
、》
云
時ハ
ケコ
ソ
(
上
上
白
ウ
8)

セキ錫ト
本
テハ
ヨ
マ
ウ
ソ
(
上
下町
ウ
ロ)

准
南
子 、
書
テハ
ク
ワ
イ
ナン
シ 、
口
テ
云
時ハ
エ
ナン
シ
ソ
(
中
下

H
オ
ロ)

(
右の
他 、
「山」
「章」
「
道」
「荘
子」
等の
読み
方で、
ほ
ぽ
同
窓の
記
述
が

あ
るが
省
略
す
る。)

O
大
学
総
堕
で
は、
太
政
官
宣
を
引
用
す
る。

O
孝
経
秘
抄
で
は

\臨む
J首-一
向
テ
読
\断材 、

名
目ニ
云
時 、
如
此
(回
オ)

(
右
と
同
意
の
記
述

が
「明堂
位
」

「
周礼」
「儀
礼」
に
つ
い
て
存
す

る
が
省
略
す
る「)

スム
エゴル

と
あ
る。
「清」
「
溺」
注記の
畝
銑
図
上
の
分
布
状
況
と、
こ

れ
ら
の
記
述
と

スム
ニゴル

に依っ
て、
「
清」
「濁」
注記
は、
読
書

音
と
し

て、
規
範
と
し

て
の
漢

音
を

示
すζ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
・もの

であ
る
乙

と
が
判
明
す
るの
であ
る。

スム

エゴル

先
に見
た
如
く 、

「清」
注記の
方

が、
「
濁」
注記
に
比
し

て、
圧
倒
的
に
多

い
と
い
う
事
実
も、
字立自
体
系
と
し

て
相
対
的
に呉昌自
には
漢

音
に
比
し

て
濁

音
が
多い
乙

と、
そ
の
事
実
に誌
い
て
の
「
漢

音ハ
清ム
モ
ノ」
と
い
う
認
識

の
結
果
であ
る
と
迎
解
され
る
の

であ
る

。

し
か
し 、
「
清」
注記
され
る
漢
字
が、
韻
鏡
濁
音
字に
集
中的

で
あ
る
に

し
て
も、
異
なり
字
数
か
ら
見
れ
ば印
字
に
過
ぎ

ない
。「清」

注記の
有
効

性
が
問
題
と
なる。
ひ
ら
た
く
言え
ば 、
わ
ざわ
ざ

「清」
注記
を
し

なけ
れ

ば、
当
時の
淡品目
呉

音
併
用の
状
況
か
ら
し

て
樹立自
に
読
ま
れ
て
し

ま
う
お
そ

れの
強
い
もの
に「
清」
注
記
し

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る。
訓
点
資
料

ゃ 、
室
町
時
代の
字
書
類
に於
け

る
用
例
と
比
較
し

て、
特
徴
的
な用
例

を
示

そ
う
。

訓
点
資
料
と
し

て
は 、
例
え
ば 、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
論
語
集
解
建
武

本
十
帖

が
比
較の
資料
と
なる

。
乙
の
資料
は 、
清
原
頼
元 、
良
兼
加
点の 、

清
原
家の
訓
法
を
伝
え
る
もの
であ
る
が、
そ

れ
と
は
別に 、
室
町
期
総
加の

別
訓が
全
巻
にわ

たっ
て
認
め
ら
れ、
と
の
別
訓
には
濁
点
を
期
待
す
る
仮
名

③

 

に
は
原
則
と
し

て
右
肩
に
双
点
を
打
つ
で
あ
る。
と
れ
ら
の
資料
に
於
け
る
用

例
と、
先
掲の
部
鋭
濁
音
字
に

「
清」
注記
され
た
例
と
を
比
較
す
れ
ば、
例
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え
ば
次の
如
く
で
あ
る 。

シ消

〔
士〕

侍
士一
(
漢
書
列
伝
佐一
桃
抄
回
オ
2
)

即IY
(論
語建
武
本
室
町
別
訓

、剛
一紘一叫味と)

〔
伐〕

北
伐
ト
清
ソ 、

征
伐
モ
同
(
毛
詩
抄
抑
/
U

②)

セイパツ
征
l
伐
(
建
武
本)

プ
タワナリ

〔
道〕

無
1
道

(
孝
経
秘
抄
剖
オ)

濁
清
プ
ダウナレ寸l

無
l

道

(
建
武
本)

〔
学〕

学
1
者
(
大
学
聴
慶
詑
オ
-

n
ウ)

M72シヤ

が〈しゃ

学
t
者
(
建
武
本)

学
l
者
(
落
葉
集)

カタ前ソ

不
好
学

(
漢
書
列
伝
竺
桃
抄
日
ウ
げ
)

コノムガタ
好
レ
学
也
(
建
武
本)

〔
代〕
一

子
代
(
大
学
聴
塵
日
オ)

活
ジ
ダイ

ど、

一
一
l
代
(
建
武
本)

代
(
落
葉
集)

〔
坐〕

坐
(
孝
経
秘
抄
幻
オ)

清ザ

ヱンカノザ

坐
(
建
武
本)

垣
下
座
(
易
林
本
節
用
集)

プγカウ

ケイノシヨ

〔
序〕

古
文
孝
l
経

序
(
孝
経
秘
抄
1
オ)

治

リンギヨノンヨ

じよ

論
語
序
(
建武本)
序
(
落葉
集)

ハツ清音

ケイパy

〔
器〕

刑
罰

(
論
語
抄
4
オ
6

④)

刑
罰
(
落
葉
集 、

易
林
本
節
用
集)

サタY

サタ少

〔
事〕

作
l浦
(
孝
経
秘
抄
臼
オ)

作
事
(
鰻
一政
屋
本
節
用
集)

シヤヴショ

，ノヤワ

〔
尚
・

芝

山間
l時
(
孝
経
秘
抄
日
オ)

尚

苫
(
易
林
本
節
用
集)

こ
れ
らの
例
は

、
語
そ
の
もの
が一
致ま
た
は
類
似
し

て
い
る
例
で
あ
る

が
、
漢
字
に
限っ
て
見
て
ゆ
く

と
、
抄
物の

韻
鋭
溺

音
字
に
「配」
注記
さ

れ

た
漢
字
で

、
室
町
期の
字
書に
於
て
濁
点の
付
さ

れ
た
もの
は

、
容
易
に見
出

し
得
る 。
(例一不は略す 。〉
同
じ
く漢
籍で
あ
り
なが
ら

、
建
武
本
論
語
室
町
期

別
訓
は

、
漢
音
呉品目
を
併
用
し

て
お

り
、ζ
の
よ
う

な漢
籍の
読
書

音の
乱

れ

の一
般
化
を
背
景
に、正
統
読
者品目
を一不
さ
ん
と
し

て
「配」
注記
が
なさ
れ

た
と
見
ら

れ
る。

か
く
し

て
、「
清」
注記の
窓
図は
、
主
と
し

て
当
時の一
般
的
な漢
字
音

に
対
し

て
、
漢
籍の
読
書

音の
規
範
を
示
すべ
く
付
さ

れ
た
もの
で

、そ
の
有

効
性
も
理
解で
き
る
の
で
あ
る。
し
か
し

、漢
音
と
呉

音
と
で
頭
子

音の
清
濁

に
対
立

が
あ
る

字
に 、

漢品目
を
示
すべ
く
「配」
「都〕
注記
す
る
と
い
う
原

則
をζ
乙
で
仮
定
する
と
、
韻
鋭
清

音
字
、
次
清
音
字
に

「獄」
注記
す
る
例

が
あわ
せ
て却
字
、
漢
音
と
し

て
は
濁
音
が
期
待
さ

れ
る

唇
音
舌

音の
清
濁

音

字
に

「清」
注記
する
例

が8
字
、
更
に

、
韻
鏡
清
音
字
、
次清
音
字
、
濁
音

字
、
唇
音
清
濁
音字
等
、
呉

音
、
漢
音
と
もに
清
音
又は
漢
音で
は
清
音
が
期

三ゴル

待
さ

れ
る

漢
字
に

「濁」
注記
する
例

が
あわ
せ
てM
字あ
るζ
と
が
、
全
体

の
三
割
に過
ぎ
ぬ
と
は
言っ
て
も
、こ
の
例
外
と
も
言
うべ
き
場
合の
解
釈

が

問
題
に

なる。
そ

と
で

、以
下
、
順
次
検
討

を
加
え
る
。

間

韻
鏡
清
音
字
次
清
音
字
に
付
さ
れ
た
「
配」
注
記
の
検
討

韻
鋭
図上
か
ら

、
漢

音
、
呉

音
と
もに
清
音
が
期
待
さ

れ
る
清
音
字
次
清品目

字
に
「
清」
注記
し

た
例
は

、
異
なり
字
数
で
却
字
あ
る
。(前掲

表①
参照)

総
用
例

数
は
ぬ
例
で
あ
る 。
こ

れ
らの
例で
注目
さ

れ
る
の
は

、二
字
か
ら

な

る
複
合
語
の
下
位
字
に
「
清」
注記
さ

れ
る
場
合

が、
総
用
例
数ぬ
例の
う
ち

ぇι
-ゴb

n
例
に
の
ぼ
る
乙

と
で
あ
る。
そ
乙
で
抄
物
に
於
け
る

「清」
「濁」
注
記
さ

れ
た
語
を一
字の
渓
字
か
ら
成
る
語
と
、
複
合
語
と
に
分
類
し

て
、そ
れ
ぞ

れ
、い
か
に

注記
さ

れ
て
い
る
か

を
見

れ
ば

、
次
表
④の
如
く
で
あ
る。
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ベ
〔
表
④〕

抄物lζ於ける「荷J r濁J注記について

② 

④ 

⑦ 

③ 

① 

と
の

表
に
於
て

、

二

字
か
ら
な
る
複
合
語
の

注
記
の
あ
り
さ
ま
に
着
目
す
る

と
、

上
位
字
の
み
に
「
清
」

注
記
す
る
例
η
例 、

下
位
字
の
み
に
注
記
す
る
例

%

例
で 、

わ
ず
か
に
後
者
の
場
合
が
多
い
程
度
で
あ
る

。

こ
れ
と 、

韻
鏡
清
音

字
次
清
音
字
に
「
清
」

注
記
さ
れ
た
語
の

構
成
と 、

上
位
字
に
注
記
す
る
例
と

の

比
率
を
比
較
す
る
と 、

韻
鏡
清立
日
字
次
清
音
字
に
「
清
」

注
記
し
た
例
が 、

下
位
字
に
集
中
し
て
い
る
さ
ま
が
顕
著
と
な
る

。

そ
乙
で 、

二

字
か
ら
成
る

複

合
語
の

下
位
字
に
「
清
」

注
記
し
た
例
の
上
位
字
の

韻
尾
に
よ
っ

て
分
類
す
る ⑬ 

と 、

次
の

如
く
で
あ
る

。

川
上
位
字
が
n
韻
尾
(
7

例)

センタン
先
1
君
(
孝
経
秘
抄
日
ウ)

清
治ヲf清ソ

戦
国
(
漢
書
列
伝
竺
桃
抄
日
オ
げ
)

万
t
国
(
孝
経
秘
抄
臼
ウ)

滑
君

J山
ト
清
ソ
(
蒙
求
抄
上
上
白
オ
7
)

進
i
退
(
大
学
聴
聴
孔
オ)

清
進
l
退
(
孝
経
秘
抄
臼
オ)

活

(
編
員)

貝
清
テ
ヨ
ム
ヘ
シ
(
カ
ツ
コ
を
付
し

た
認
は 、

抄
物
で
省
略
さ
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト

の
原
文
を
補
っ
た
も
の
。

以
下
同
じ〉
(曲
家
求

聴
鹿
下
創
ウ
8
)

制
上
位
字
が
m

韻
尾
(
5

例)

南
1

防
モ
ス
ム

(
毛
詩
抄
抑
/
口

②)

南
1
山
(
大
学
聴
慶
印
ウ)

清

南
山
ハ

清
ソ

、

山
ト

ハ
ヨ
マ
ヌ
ソ 、

東
山
続
モ

問 、

儒
害
/

習
テ
カ
ウ

ヨ
ミ

候
ソ
(
毛
詩
抄
問
/
6

②)

一一一
l
千
(
孝
経
秘
抄
的
ウ)

荷

村
上
位
字
が

昭
韻
尾
(
9

例)

清
清 :
ふ、ゥキヤワ

明
}
経
(
大
学
聴
箆
1
オ)

タγ調作
将
軍
(
史
記
抄
4
ウ
m

⑥)

将
軍
ト

清
テ
ヨ
ム
ソ
(
蒙
求
抄
上
上
回
オ
日
)
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中
l

同
(
大
学
聴
座
印
オ
)

丞

相
ト
溺
テ
云
へ

ト
モ

書
-一

清
テ
ヨ
ム
ソ

(
家
求
抄
中
下
げ
オ
9
)

荘
子
清
テ
ヨ
ム
ソ

(
家
求
抄
上
下
目
オ
3
)

荘
子
ト

書
テ
ハ

清
ソ

(出
家
求
抄
上
上
必
オ
1
)

yヤウシヨ
尚
1

唯一回
(
孝
経
秘
抄
臼
オ
)

消
消

(
広
博)

博
モ

清
ソ

(
蒙
求
抄
上
上
5
オ
ロ
)

伺
上
位
字
が
そ
の

他
の
凱
尾
(
2

例)

; l清
特
l

将
(
漢
書
列
伝
竺
桃
抄
Mm
オ
口
)

待
l部

(
孝
経
秘
抄
日
オ
)

全
お

例
の1
っ
ち 、

上
位
字
が
鼻
音
の
韻
尾

を

持
つ

も
の

が
、

幻

例
に
達
す

る
。

つ
ま
り 、

ζ
れ
ら
の
「取
」

注
記
さ
れ
た

字
は 、

調
濁
を
起
し
易
い鋭
件

下
に
あ
る

。

字
品
目
の

連
制
に
つ
い
て
は
既
に
奥
村
三
雄氏 、

小
林
芳
規
先
生
の

御
論
考
が
あ
る

。

ま
た
室
町
時
代
に
は
「
ウ
ム
の

下
濁
る
」

と

言

わ

れ
る

如

く 、

鼻
音
に
下
接
す
石
も
の
は
原
則
と
し
て
連
濁
を
起
す
の
が
一

般
で
あ
っ

た

と
考
え
て
良川 。
鎌
倉
時
代
前
後
か
ら
は 、

蟹
摂
・

効

摂
・

流

者
ど

母

音

〔
i

〕
〔
U
〕

と
な
る
も
の
に
後
援
す
る
場
合
の
連
濁
も
起
っ

て
い
る
の
で 、

判

の
2

例
も 、

連
濁
を
起
す
可
能
性
を
持
っ

た
語
構
成
で
あ
る

。

か
く
し
て 、

韻

鏡
清
音
字
次
清
音
字
に
「間
」

注
記
す
る
場
合
の

注
記
意
図
の

主

た

る

も
の

は
、

一

般
の
連
濁
化
現
象
の
中
で 、

こ
れ
ら
の

字
は 、

正
統

読

書

音

と

し

て

は
、

連
濁
を
さ
せ
ぬ
と
と
を
示
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る

。

スム

そ
の
他
の
一

字
か
ら
成
る
語
に

付
さ
れ
た
「
清」

注
記
例
と 、

二

字
以
上
の

複
合
語
の

第
一

字
に
付
さ
れ
た
「
清
」

注
記
例
は 、

次
の
日

例
で
あ
る

。

異
な

り
字
数
で
言
え
ば 、

5

字
に
過
ぎ
な
い

。

詔
(
孝
経
秘
抄
ロ
ウ
)

消

江
河
ハ

二
ナ
カ
ラ
清
テ
ヨ
ム
ソ

(
家
求
抄
上
下
叫

オ
5
)

呉
王

制
(
傍
線
は
私
に
加
え
た
)

ト
清
テ
ヨ
ム
ソ
(内
訳
求
抄
上
下
お
オ
2
)

先
(
孝
経
秘
抄
部
ウ
-

m
オ
)

前センタン
先
!

君
(
孝
経
秘
抄
臼
ウ
)

先1
君
(
向
上
3
オ
)

清
治

活

先
l

市川
(
孝
経
秘
抄
ロ
ウ
)

消先
l

王
(
孝
経
秘
抄
4

ウ
、

幻
オ
)

清治音
タリ
何々
如(
論
語
抄Mm
ウ
3

③)

「記
」

注
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
乙
と
は 、

ζ
れ
ら
の
漢
字
が 、

濁
音
に
読

ま
れ
る
可
能
性
の
あ
る
と
と
を
物
語
っ

て
い
る

。

韻
銑
清
音

字
次

清

音

字
で

も 、

日
本
漢
字
音
と
し
て
は
濁
音
と
な
る
も
の
が
存
す
る

。

そ
の
中
の
あ
る
穫

の

漢
字
は 、

そ
の
基
と
な
っ

た
中
岡
の

音
韻
体
系
に
於
て
有
声
化
が
認
め
ら
れ

③

 

る
と
と
が 、

岡
本
勲
氏
に
よ
っ

て
指
摘
さ
れ
た

。

し
か
し 、

そ
れ
は
個
別
的
事

象
で
あ
る
の
で 、

日
本
漢
字
音
と
し
て
濁
音
に
読
ま
れ
た
事
実
を
指
摘
す
る
の

が
今
は
重
要
で
あ
ろ
う 。

エゴル

「
江
」

字
は
後
に
見
る
如
く 、

漢
音
列
伝
景
徐
抄 、

家
求
聴
塵
で
「
濁
」

注

記
さ
れ
た
例
が
あ
る

。

読
書
音
と
し
て
清
濁
両
方
の
読
み
を
認
め
て
い
る
の
で

あ
る

。

又 、

九
条
家
本
法華
経
立自
に「江〈
平
濁)
カ
ウ

後

相反
」

と
あ
り 、

濁
音
と
し
て
読
ま
れ
た
例
を
見
い
だ
せ

る
。

「
酔
」

字
は 、

大
漢
和
辞
典
に
慣

用
音
と
し
て
「
ビ
」

を
あ
げ
て
い
る

。

岡
本
氏
は
先
掲
の

注
③
論
文
で 、

ζ
の

濁
音
読
を 、

「r
」

字
の
音
か
ら
の
類
批
作
用
に

よ

る

も
の
と
解
し
て
お
ら
れ

ピソ

る
。

(
ロ剖
林
本
節
用
集
に
「
ぬ
机」

の
例
が
あ
る
。)

「
先
」

字
は

補
忘
記
(
元
禄
版)

に
「
先
(
去
濁)

習(
入
新
淘)
」

等 、

呉
音
ア
ク
セ
ン
ト

の

も
の
に
濁
音
と
す
る

シュン

例
が
あふ刊 。
「
陶」

字
は
「
説
」

字
の

場
合
と
同
様
に 、

「
旬
」

字
の
音
か
ら
類
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抄物IC 於 け る 「清J I濁」 注 記 に つ い て

推
さ
れ
て
濁
音
読
さ
れ
る
恐
れ
の
強
い

も
の
で
あ
っ

た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

⑨

 

る
。

「
詔
」

字
に
つ
い
て
は 、

注
記
窓
図
が
は
っ

き
り
し
な
い

。

韻
鏡
清
音
字
次
清
音
{子
に
付
さ
れ
た
「
清
」

注
記
の
意
図
は 、

以
上
の
検
討

に
よ
っ

て
、

連
濁 、

百
姓
読
に
よ
っ

て
濁
音
に
読
ま
れ
る
恐
れ
が
強
い

字 、

あ

る
い
は 、

呉
音
と
し
て
濁
音
と
な
っ

て
い
る
字
に
対
し
て

、

読
書
音
と
し
て
の

規
範
的
読
み
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
す
る
と
と
が
で
き
る
の
で
あ
る

。

間

韻
鏡
清
濁
音
字
に
付
さ
れ
た
「
清」
注
記
の
検
討

唇立
回
舌
広
田
の

清
濁
音{
子
は
漢
耳
目
で
は
濁
音 、

呉
音
で
は

、

7

行
音 、

ナ
行
音

が
期
待
さ
れ
る

。

こ
と
に
属
す
る
漢
字
の
「
清
」

注

記

例

は 、

異
な

り

字
数

で
、

前
者
6

字 、

後
者
1

字 、

計
7

字
存
す
る

。

唇
音
清
濁
音
字
に
「
清
」

注
記
し
た
例
は 、

次
の
7

例
で
あ
る

。

(
献
陵)

擦
ハ

清
ソ
(
毛
詩
抄
出
/
口

②)

王
蜜
(
略)
ヒ
ッ
ト

清
テ
ヨ
ム
ヘ
シ

(
家
求
抄
上
下
回
オ
7

)

7清シヤヴ
多
亡
状
(
漢
書
列
伝
景
徐
抄
却
オ
臼
)

(
比
物
四
駿)

物
ハ

清
ソ

、

コ
ン

便
カ
ワ
ル
イ
ソ

、

ハ

タ
ノ
ト

キ
モ

フ

ツ
ノ
音
テ
ス
ム
ソ
(
毛
詩
抄
抑
/
9

②)

四
牡
|

ホ
ト

清
ソ

、

ホ
ウ
ナ
ト

ハ

ヨ
マ

ヌ
ソ
(
毛
詩
抄
抗
/
凶

②)

中
牟
|(
小
略)

中
牟
ハ

漢
音
ニ
ハ
ヨ
マ

ウ
ス
レ
ト

モ
、

伐
書
ノ
習
ニ

音

ノ
ヒ
、

キ
カ
ワ
ル
イ
ホ
ト

ニ

牟
ト
ヨ
ム
ソ
(
論
語
抄
H
オ
8

⑤)

清

清

ミヤワ毒ヤヴ
明

経(
傍線は私に
加
え
た)
(
大
学
聴鹿
1
オ
)

「
明
経
」

の
例
は 、

テ
キ
ス
ト

の

漢
文
に
は
無
い
語
で 、

そ
の

点
で

唯
一

の

例
外
に
属
す
る

。

呉
立
回
読
さ
れ
て
い
る
の

も 、

読
書
音
の
規
範
の

外
に
あ
る

、

「
名
目
」

と
し
て
の
読
み
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う 。
「
明
」

字
に
つ
い
て

、

プンペイニノ

ペイ
ニセン

史
記
抄
で
「
貴
賎
分
明

」
(
ロ

ウ
ロ

⑤)

「
明

白

尖
」
(
却
ウ
1

⑤)

の

よ
う
に
「町」
と
読
む
例
が
あ
り 、

ζ
の
漢
音
と
し
て
の
読
み
方
と
の
区
別
を

明
確
に
す
る
為
に 、

本
来
「
清
」

注
記
は
不
要
な
マ

行
音
「
ミ
ヤ
ウ
」

に
ま
で 、

スム「
清
」

注
記
し
た
も
の
で
あ
る

と

考
え

ら

れ
る

。

「
蜜
」
「
亡
」
「
物
」
「
牡
」

「
牟」

は
、

明
ら
か
に
漢
音
読
さ
れ
て
お
り 、

濁
出
自
に
読
ん

だ

例

と

し
て

、

シパウセル

ハタプy

U7yポ

「
若
レ
亡

」
(
孝
経
秘
抄
5
オ
)

「
百
l

物
」
(
建
武
本
論
語
)

「
玄
牡
」
(
向
上
)

白濁
「
中
牟」
(
向
上
)

が
見
出
さ
れ
る

。
「
康
」

字
を
濁
音
に
読
ん
だ
例
に
は 、
一
品

。
ポ
ウO

ピ苦闘

野
山
光
明
院
蔵
蘇
悉
地
濁
羅
経
承
保
元
年
点
に
「
際
鹿
」

が
あ
る

。
(
春
日
政
治
博

士
「
高
野
山
に
て
観
た
る
古
点
本
一
一
こ
(「
古
訓
点
の
研
究」

所
収))

漢
音
と
し

て
、

濁
音
の

期
待
さ
れ 、

か
っ

、

そ
の
託
も
得
ら
れ
る
ζ
れ
ら
6

字
を 、

清
音
に
読

む
に
至
っ

た
事
情
は
今
の
と
乙
ろ
不
明
で
あ
る

。

た
だ

、

右
の
用
例
の
毛
詩
抄

に
「
コ
ン

使
カ
ワ
ル
イ
ソ
」 、

論
語
抄
に
「
儒
者
ノ
習
ニ

音
ノ
ヒ
、

キ

カ

ワ
ル

イ
」

と
あ
る
乙
と
は 、

「
漢
立
自
は
清
む
も
の
」

と
い

う
認
識

か

ら 、

濁
っ

て
読

む
乙
と
に
よ
る
「
呉
音
的
ひ
び
き
」

を
避
け
よ
う
と
し
た
結
果
で
あ
る
と
い
う

解
釈
を
可
能
に
す
る

。

と

れ
と
よ
く

似
て
漢
音 、

呉
音
と
も
に
濁
音
が
期
待
さ

れ
る

、

牙
出
日
清
濁
音
字
「
源
」

に
「
清
」

注
記
し
た
例
が
あ
る

。

泉
源
|

源
ハ

清
ソ
(
毛
詩
抄
制
/
2

①)

乙
れ
も 、

唇
音
清
濁
音
字
を
清
音
と
す
る
も
の
と
軌
を
一

に
す
る
も
の
で
あ
ろ

.
つ 。

舌
音
清
濁
音
字
に
「
清
」

注
記
し
た
も
の

は
、

次
の

「
難」

字
一

字
で

あ

る
。

ナン難
(
孝
経
秘
抄
臼
オ
)

清
「
難
」

字
の
読
み
に
つ
い
て

、

毛
詩
抄
で

難
モ

ダ
ン
ト
ヨ
マ
ウ
1
ナ
レ
ト

モ
、

ト
コ

テ
モ
ナ
ン
ト
ヨ
ム
ソ

、

四
番

十
三
経
ノ
中
テ
カ
ト
コ
モ
ナ
ン
ト
ヨ
ム
ソ
(
肌
/
7

②)

と
あ
る

。
「
難
」

字
は 、

所
調
天
台
漢
音
の

資
料
「
例
時
作
法
」

に
於
て
も
「
ナ
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⑬
 

ン」
と
読
ま
れ
て
お
り 、
ま
た 、
有
坂
博
士
の
論
じ
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
基
け向

乙
の
字
も
〔
n〕
の
韻
尾
を
持
つ
字
で
あ
る
の
で 、
そ
の
影
響
に
よ
っ

て 、
ナ

行
音
に
読
ま
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る 。
右
の
毛
詩
抄
の
記
述
も 、
理
論
的
に
帰

納
的
に
導
き
出
さ
れ
る
音
と 、
実
際
の
読
書
音
と
が
相
違
す
る
乙
と
を
注
意
し

た
も
の
で 、
乙
の
「
清」
注
記
も 、
同
じ
意
図
に
甘お
く
も
の
で
あ
ろ
う 。

エゴル

州

「
濁」
注
記
の
検
討

ユゴル
「
濁」
注
記
さ
れ
た
漢
字
は
全
げ
字
あ
る 。
ζ
の
う
ち
漢
音
と
し
て
濁
音 、

呉
音
と
し
て
マ
行
音
が
期
待
さ
れ
る
唇
音
清
濁
音
字
「
亡」
「
美」
「
無」
「
母」

「
摸」
の
5

字 、
漢
音
と
し
て
濁
音 、
呉
音
と
し
て
ナ
行
音
の
期
待
さ
れ
る「
人」

-一ゴん

「
議」
「
然」
の
3
字
の
あ
わ
せ
て
7

字
に
「
濁」
注
記
さ
れ
た
意
図
は 、
渓

⑫

 

音
を
示
す
た
め
の
も
の
と
し
て
了
解
で
き
る 。
し
か
し
他
に 、
韻
鏡
清
音
字 、
ニゴル

次
清
音
字 、
漢
音
呉土日
と
も
に
濁立日
が
期
待
さ
れ
る
牙
音
清
濁
音
字
に
「
濁」

注
記
し
た
も
の
が
9

字
あ
る 。エプル

韻
鏡
清立日
字
次
清
音
字
ピ
「
濁」
注
記
し
た
例
は
次
の
「
江」
「
紳」
「
博」

の
三
字
で
あ
る 。濁

〔
江〕
九
江
郡
ガ
ウ
ト
ヨ
ム
ソ
(
漢
書
列
伝
景
徐
抄
8
ウ
1)

臨
江 、
江
(
濁
点
は
朱)

濁
テ
ヨ
ミ

付
タ
リ

(
家
求
聴
聞間
中
開
オ

7)

 

九
江
〈
濁
点
は
朱)
江
ノ
字
モ
ト
ヨ
リ

濁
テ
ヨ
ミ

付
ル
也
(
蒙
求
聴
座

下
回
オ
9)

市
締〕
(
究
令
綜
AHd)
縛
ハ
濁
テ
ヨ
ム
ソ
(
毛
詩
抄
捌
/
6
①)

ハタ濁

〔
博〕
蕨
博
(
漢
書
列
伝
竺
桃
抄
日
ウ
7)

「
江」
「
博」
の
二
字
に
は 、
先
に
見
た
如
く
「
清」
注
記
し
た
例
が
あ
り 、

読
書
音
と
し
て 、
清
音
に
読
む
場
合
と
濁立自
に
読
む
場
合
と
が
あ
っ
た
乙
と
に

な
る 。
ま
た
上
按
字
を
見
る
に 、
「
臨」 、
「
歳」
は 、
そ
れ
ぞ
れ 、
〔m〕
〔
昭〕

ニプル

を
韻
尾
に
持
つ
字
で 、
こ
の
「
濁」
注
記
が
連
濁
さ
せ
て
読
む
乙
と
を
意
図
し

た
も
の
で
あ
る
ζ
がが

分
か
る 。
「
九」
は
〔
U〕
韻
尾
で
あ
る
が 、
や
は
り

連
濁
と
考
え
ら
れ
る 。
読
書
音
と
し
て
は 、
連
濁
し
な
い
と
と
が
原
則
で
あ
る

と
と
は 、
既
に
見
た
と
と
ろ
で
あ
る
が
(
2) 、

右
の
連
濁
さ
せ
た
例
「
九
江」

「
臨
江」
「
蔵
博」
は

例名
(
固
有
名
詞)
で
あ
り 、
か
つ
蒙
求
聴
塵
で
「
モ
ト

ヨ
リ

濁
テ
ヨ
ミ

付
ル
也」
と
あ
る
の
は 、
固
有
名
詞
の
読
み
は 、
ζ
の
原
則
に

従
わ
な
い
も
の
が
あ
る
と
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う 。
「
江」
字
を
「配」

注
記
し
た
も
の
は 、
連
濁
の
結
果
と
し
て
の
濁
音
読
か
ら
類
推
さ
れ
る
と
と
を

防
ぐ
た
め
の
も
の
と
解
さ
れ
る 。
「
縛」
の
例
も 、
別
に
「
寛
縛」
と
い
う
成

語
が
あ
り 、
ま
た
「
寛」
は
n
韻
尾
を
持
つ
の
で 、
そ
の
影
響
を
受
け
て
連
濁

を
起
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る 。

韻
銃
砲倒
音
字
に
「
濁」
注
記
し
た
例
は 、
次
の
如
く
で
あ
る 。

明
白
ナ
リ
ト

濁
テ
ヨ
マ
ル
ル
ソ
(
漢
書
列
伝
竺
桃
抄
ロ
ウ
ロ)

プ濁
机
父
(
漢
書
列
伝
竺
桃
抄
出
オ
2)

「印」
は
漢
音
と
し
て
の
読
み
で 、
「
明」
が時
韻
尾
を
持
っ
と
と
か
ら 、
連

濁
さ
せ
た
も
の
と
み
ら
れ
る 。
「
父」
は 、
孝
経
秘
抄
に
於
て 、
「
父1
母」
(
却

清
濁

オ
-

m
ウ
・

関
オ)
と
注
記
す
る
例
が
あ
り 、
又 、
銀
頭
屋
本 、
易
林
本
節
用

プモ

一一ゴル

集
で
は
「
父
母」
と
読
ま
れ
て
い
る
と
と
か
ら 、
「
濁」
注
記
が
と
の
場
合 、
有

効
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る 。
し
か
し 、

呉
音
と
し
て
の
読
み
を
示
し
て
い

る
の
か 、
連
濁
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ初 。
Zゴル

漢
音 、
呉
音
と
も
に
濁
音
が
期
待
さ
れ
る
韻
鏡
牙血日
清
濁
音
字
に
「
濁」
注

記
す
る
例
は 、
次
の
如
く
3
字
あ
る 。

〔
義〕
不1
義
(
孝
経
秘
抄
町
オ)

濁叫ギナリ

〔
詑〕
君l
匝
之
誼
(
孝
終
秘
抄
臼
オ)

潟
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LF7ギ徳1
誼
(
同
右
臼
オ)

濁
ゲン

ケン

〔
厳〕
厳
(
孝
経
秘
抄
日
ォ 、
町
オ)

誠
(
向
上
自
オ)

濁

「配」
「臨〕
注
記
の
意
図
は 、
漢
音
呉
音
で
頭
子
音
の
清
濁
に
於
て
対
立
す

る
場
合
か 、
あ
る
い
は
連
協
に
関
係
し

て
利
さ
れ
る
と
い
う
原
則
が
こ
れ
ま
で

三ゴル

の
分
析
で
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が 、
右
の
3

字
の
「
溺」
注
記
は 、
乙
の
原

則
に
当
て
は
ま
ら
ず 、
注
記
の
意
図
が
は
っ
き
り
し
な
い 。

エゴル

以
上 、
「
濁」
注
記
を
検
討
し
た
が 、
そ
の
意
図
す
る
と
乙
ろ
は 、
漢
音
を

伝
え
る
も
の
と 、
連
濁
を
示
す
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た 。
連
濁
を
示
す

ニプル

スム

「
濁」
注
記
は
「
清」
注
記
に
於
て
見
ら
れ
た
よ
う
に 、
読
書
音
と
し

て
は 、

連
抑制
を
起
さ
ぬ
の
が
原
別
で
あ
り 、
そ
れ
故
に 、
固
有
名
詞
の
場
合 、
例
外
的

に
連
濁
さ
せ
る
も
の
に
は
「
濁」
注
記
を
必
要
と
し
た
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ

ヲ令 。

抄 物 lζ 於 け る 「 清J f濁 J 注 記に ついて

スム
エゴル

和
語
に
付
さ
れ
た
「
清」
「
濁」
注
記

和
語
に
付
さ
れ
た
「
清」
「
濁」
注
記
は
6
例
あ
る 。
注
記
の
意
図
か
ら
二

類
に
分
け
得
る 。
例
え
ば 、

一

は
、

足
利
学
校
で
の

読
み
と 、

京
都
で
の

一試
み
の

相
述 、

京
都
の

博
士
家

の
家
間
で
の
読
み
の
相
違
に
基
く

注
記
で
あ
る 。

カゴム
ヲ

カコム

カゴム

〔
カ
コ
ム
〕

上
図--
栄
|-

坂
東
ヨ

ミ
ハ

清
テ

図
ト
ヨ

ム

ソ
(
中
略)

京
ハ

囲

ト
濁
テ
読
ソ
(
漢
書
列
伝
景
徐
抄
8
ウ
8)

サヘユ

〔
サ
ヘ
ニ
〕

祭々
ト

中
家-一
清ヲ 、
コ

ナタ
ニ
ハ

濁
ソ
(
毛
詩
抄則
/
日

②
)
 

二
は 、
漢
語
サ
変
動
詞
の
活
用
語
尾
「
ス
ル」
を
述
濁
さ
せ
な
い
こ
と
を
標

示
し
た
注
記
で
漢
字
血
自
に
準
ず
る
注
記
で
あ
る

。

す
で
に
色
英
字
類
抄
に
「
倣

(5) 

ザ
ム
ズ、

議
ザム
ズ、

鋲
チ
ン
ズ、

転
テン
ズ 、

判ハ
ン
ズ 、

崩
ホ
ウズ 、

報
ホ
ウ
ズ」
の

如
く 、

鼻
音
の
韻
尾
を
も
っ
漢
字
に
つ
い
た
「
ス」
を
速
泌
さ
せ
た
例
が
見
ら

れ
る
が 、
室
町
時
代
に
は 、
鼻
音
の
額
尾
を
持
つ
字
に
「
ス
ル」
が
つ
い
た
も

スム

の
は
連
濁
を
起
す
の
が一
般
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る 。
「
清」
注
記
例
は 、

〔
信
ス
ル〕
無レ
信

ト
ハ
ヨ
7
ヌ
ソ 、
ス
ヲ
渚
テ
読
ソ
(
毛
詩
抄
W
/
5

②)
 ヨヴスんはキミ&

〔
要
ス
ル〕
要レ

君
(
孝
経
秘
抄
叩
ウ)

スル清也

の
二
例
で
あ
る 。
前
者
に
は 、
建
武
本
論
語
に
「
信ズ
ル」
の
例
が
あ
る 。
二

例
と
も
に 、
「
う
む
の
下
部
る」
と
い
う
当
時
の
一
般
傾
向
を
背
景
に 、
連
濁

⑮

 

し
な
い
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る 。

和
諮
に
付
さ
れ
た
注
記
は
少
な
く 、

又 、
一
の
よ
う
に
別
の
意
図
に
出
る
ら

し
い
も
の
が
あ
る
が 、
又一
方
で
は 、
漢
字
音
の
場
合
に
準
ず
る
注
記
も
認
め

ら
れ
る 。

スι
ュゴル

四 、
仏
書 、
図
書
の
抄
物
に
於
け
る
「
清」
「
濁」
注
記

スム
ニゴル

仏
書 、

同
書
の
抄
物
に
於
て
は 、
「
清
」
「
濁
」

注
記
の

存
す
る
も
の
は 、

少

な
い 。
現
在
ま
で
の
調
査
で 、
乙
の
注
記
が
あ
る
も
の
は 、
次
の
三
資
料
で
あ

る 。
注
記
例
も
あ
わ
せ
掲
げ
る 。

ω
救
規
桃
源
抄

一
料
品切
下
字
濁テ
続
(
お
オ
ロ
①)
〔
殿〕
(
舌
音
室田
字)
〔
下〕
(
喉

音
濁
音
字)

と
の
語
は
易
林
本
節用集
に
「膨下」
と
あ
る 。
「
名
目
抄」(僻去即時叫執

筆
動
静ぷ)
に
も
「

第」
の
読
み
が
登
録
さ
れ
て
い
て 、
室
町
時
代
に 、

乙
の
語
の
読
み
の
清
濁
が
乱
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
ζ
と
が
推
測
さ
れ 、
「
名

スム
ヱゴル

目」
と
し

て
の
読
み
を
示
す
「
清」
「
濁」
注
記
と
考
え
ら
れ
る 。
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ω
六
物
図
抄

判
「
消」
注
記

ヒヤウ市川-アヨムソ

六
欲
井

焚
天
(
必
/
9)
(
注
②
U
の
頁
数
と
行
数
を
示
す 。
以
下
向

じ)
〔
井〕
(
唇
音
消
音
字)

フト清ソ

失
否
之
相
(
刀
/
2)

〔
否〕
(
唇
音
清
音
字)

ユゴル
同
「
濁」
注
記

Yタ

モム

問
思
修
ト

云
時
ハ
思
ヲ
濁
テ
云
ソ 、
ム
ノ
下
ハ
ニ
コ
ル
ト

云
テ
問
ノ
字

ヲ
ハ
子
テ
モ
ム
ト

説
ホ
ト

ニ
忠
ト

濁
ソ
(
円
/
凶)
〔
思〕
(
爾
音
清
音

{子)彦綜
法
師
(
お

/7)
〔
彦〕
(牙
音清
濁
音字)
〔世相〕(歯
音
濁
音字)

濁濁

「弁」
字
を
豊田
に
読
む
例
は 、
前田本色英
字類
抄
に
「
利
江川
レ判明」

(
下
お
ウ
1)
の
例
が
あ
る 。
六
物
図
抄
で
は 、
右
の
「
思」
字
の
例
に
「
ム

ノ
下
ハ
ニ
コ
ル」
と
あ
り 、
連
濁
を
示
し
て
い
る
乙
と 、
又 、

或
三
長
四
長
l

九
条
ハ
両
長
(
組問
/
ロ)

の
如
き
例
が
あ
り 、
述
濁
を
起
し
易
い
条
件
下
の
読
み
は
連
濁
さ
せ
る
の
が
通

常
で
あ
る 。
し
た
が
っ

て 、
連
濁
を
起
さ
ぬ
例
に
は
「
清」
注
記
を
必
要
と
し

た
と
考
え
ら
れ
る 。
「
失
否」
の
例
は 、
「
失」
が
t

入
声
音
を
部
尾
に
持
つ
も

の
で 、
「
t

入
声
+
ハ
行式日」
は
室
町
時
代
に
半
濁
音
化
し
た
例
が
多
く
ゆ

と

スム
の
「清」
注
記
は半
濁
音
に読
ま
れ
で
は
な
ら
ぬ乙
と
を示
す
も
の
と
も
考
え

ら
れ 、
注
目
さ
れ
る
例
で
あ
る 。
「
彦
珠」
の
読
み
は 、
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺

帥ケムソウ

⑫

三
蔵
法
師
伝
古
点
に
「
彦
綜」
(
築
島
裕
博
士の
訳文
節一
ノ
O
O一)
と 、

両
字

と
も
に
濁
音
に読
ん
だ
例
が見
ら
れ
る 。
「彦」
の読
み
は漢
音
に依
り 、

「
珠」
(
広
韻
に
よ
れ
ば 、
「
係」
と
同
音
字)
も 、
漢
音
で
あ
り 、
連
濁
を
起
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。
と
す
れ
ば 、
一

般
に
は呉
音
で
読
ん
で
い
る
乙
の資

料
の
中
で 、
ζ
の
語
(
僧
の
名
で 、
悶
有
名
詞)
は 、
漢
音
読
す
べ
き
ζ
と
を一
不

エゴル

し
た
「
濁」
注
記
で
あ
る
乙
と
に
な
る 。スム
エゴル

以
上
か
ら 、
六物図
抄
に
於
け
る「清」「
濁」
注
記
の
意
図
は 、
連
濁
す

る
し
な
い 、
半
濁且固
化
す
る
し
な
い
を
示
す
乙
と 、
例
外
的
に
漢
音
読
す
る
も

の
を指示
す
る
と
と
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る 。
スム
ニゴル

ω
ω
の
仏
蓄
の
抄
物
に
於
け
る
「
清」
「
濁」
の
意
図
は 、
漢
籍
に
於
け
る

そ
れ
と
異
な
り 、
漢
音
読
に
対
立
す
る
も
の
と
し
て
の
呉
音
読
を
伝
え
よ
う
と

す
る
怠
図
で
は
な
く 、

漢品目
呉
音
に
直
接
関
わ
り
の
無
い
有
職
読 、
連
濁 、
半

ス，“
ェゴル

濁品目
化
と
い
う次元
の
「清」
「
濁」
注
記
で
あ
る
と認
め
ら
れ
よ
う 。

ω
夜…
窓
夜
話

司
馬
談 、
談
ハ
濁
ル
立日
ニ
ハ
不
読
ソ 、
史
記
テ
ハス
ン

テ
読
ソ
〔
談〕

(舌
音
濁
音
字)

地
ノ
字
ハ
ス
ン
テ
説
ソ
〔
地〕
(
舌
音
濁
音
字)

右
の
2
例
と
も
に
桃
源
の
説
で
あ
り 、
漢
籍
の
抄
物
に
通
じ
る
意
図
の
注
記
で

あ
る 。
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五 、
文
明
本
節
用
集
の
「
不
濁
点」
と 、

漢
籍
の
抄
物
に
於
け
る
「
清」
注
記

こζ
で 、
乙
ま
つ
ひ
で
お氏
に
よ
っ
て明
ら
か
に
さ
れ
た 、
文明
本
節
用
集

③

スム

の
「
不
濁
点」
と漢籍
の
抄
物
に見
ら
れ
る
「
清」
注
記
と
の
関係
を
考
え
た

い 。
前者
は
字
音
(
一部和訓)
を
あ
ら
わ
す
仮名
の
右肩
に
「。」
を
付
す

スム

⑬

も
の 、
後者
は 、
漢字
に直接「清」
と傍
記
す
る
か 、
抄
文
で 、
「l
ハ
清

ム」
と
記
述
す
る
も
の
と
い
う
表
記
法
上
の
相
違
が
あ
る 。
し
か
し
「
不
濁

点」
を
付
さ
れ
た
漢
字
の
広
が
り
は 、
抄
物
に
於
て
「
清」
注
記
さ
れ
た
漢
字
の

そ
れ
と
よ
く

重
な
りA
Rノ 。
即
ち 、
文
明
本
節
用
集
の「
不
濁
点」
を
付
さ
れ
た



抄 物 IC於 け る 「活J í濁」注記 に つ いて

漢
字
回
字
の

う
ち 、
抄
物で
「
清
」

注
記さ
れ
て
いるも
の
はむ
字
に
達
す
る

の
で
あ
る 。

又 、
文
明
本
節
用
集
で
「
不
濁
点」
が
付
さ
れ
る
頻
度
の

高
い
漢

字
は 、

抄
物
で
も
「
清
」

注
記
さ
れ
る
頻
度
が

高
い

も
の

で

あ

る
。

(
例
え
ば

「宝己
「
砂寸」
「
群」
「
大」
「
向」
「
士」
「
上」
「
普」
「
十」
「
下」
等)
又 、
機
能
に
於

て
も
両
者
が
同
一

で
あ
る
と
と
は 、

三
で
の

分
析
に
よ
っ

て
明
ら
か
で
あ
る

。

「
不
濁
点」
と
抄
物
の

「
清」
注
記
と
が
同一
意
図
に
基く
も
の
で
あ
る
乙

と
は 、
次
の

事
実
か
らも
証
さ
れ
る 。
は
や
く 、

足
利
街
述
氏
が
指
摘さ
れ
た

スム
ニゴル

よ
う
に 、
抄
物
に
見
ら
れ
る
「
清」
「
濁」
注
記
と
同一
の
注
記
が
清
原
宣
賢

①
 

の

漢
籍
訓
点
資
料
に
も
見
ら
れ
る

。

京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
論
語
集
解
正
文

宣
賢
点
一

冊
と 、

同
蔵
中
庸
章
句
正
文
宣
賢
点
一

冊
の
二

点
が
そ
れ
で
あ
る 。

スム
エゴル

奥
世一回
に 、

「
清
」
「
濁
」

注
記
の
玄
関
が
示
さ
れ
て
い
る

。

即
ち 、

次
の

如
く
で

あ
る 。

論
語
集
解
正
文
(一
冊)

(
梨)

世
俗
文
字
読
云
ニ
訓
点一

云
ニ
字
声一

悉
失ニ
先
師
説一

後
葉
以
ニ
此

点

井

字

声
乙

可
レ
為
レ
読 、

為
レ
易
レ
読
不
レ
依
ニ
仮
名
伎一

点
之
為
使
ニ
幼
童
易
予
解
一

術
也」
侍
従
三
位
入
道
清
原
朝
臣
(
花
押)

中
市刷出品
勾
正
文
ご
冊)
(
向山)

僧
俗
学
徒 、
関
東
学
士 、
十
三
経
訓
点 、
清
樹 、
悉
背
先
儒
之
説」
且

先
師
家
之
伝 、

予
憐
子
孫
赴
邪
路 、

一

字
不
闘
点
之
亦
」

清
濁
字
声
指
之

為
令
読
易 、
不
依
仮
名 、
是
亦一
之
術
也
可レ
深
秘
而
巳
侍
従
三
位
清
原

朝
臣
(
花
押)

耕

一諮問

郡山
陥

乙
の
二
点
は 、
体
裁 、
筆
跡
か
ら
同
じ
時
期
に
成
立
し
た
も
の
で 、
奥
書
に
あ

る
「
宗
尤」
か
ら 、
享
禄
二
年
(一五二九)
か
ら
天
文
六
年
(一
五=一七)
の
聞
に
宣

賢
が
加
点
し
た
も
の
と
分
か
る

。

乙
の
二
点
の
訓
点
資
料
に

付
さ
れ
た
「
清
」

ニゴル
「
溺」
注
記
の
あ
り
さ
ま
は 、
一
見
し
て 、
宣
賢
の
大
学
聴
盤 、
孝
経
秘
抄
で

の
そ
れ
と
同
一

で
あ
る
と
と
が
判
明

す
る

。
(
具
体
的
に
例
示
す
る
と
と
は
省
く
o)

そ
乙
で
文
明
本
節
用
集
所
載
の
論
語
訓
読
文
(
最
も
引
用
の
多
い
も
の)
と 、
論

スム

語
集
解
正
文
宣
昭氏
点
と
を
逐
語
的
に
比
較
し 、
「
不
濁
点」
と
「
清」
注
記
と

の

関
係
を
見
る
と 、

次
の

如
く
で
あ
る 。

一
、

論
語
宣
賢
点
の

「
清」
注
記
と 、

文
明
本
節
用
集
所
載
の

論
語
訓
点
の

「
不
濁
点
」

と
が
一

致
す
る
例

。
(
カ
ツ
コ
で
示
し
た
方
が
文
明
本
節
用
集
の
例 、

以

下同じ)
一
ア
ン

カ

O

カ
タ

O

カ
タ

シ
ヤ

o

an

aH
タ

天J
下
(
テ
ン

カ
)

学
(
カ
ク)

学l
者
(
カ
ク
シ
ヤ

)

下
l

学(
カ

清

治

活

指

プ
ン

カ
タ

グ
ン

O

タ
ン

リ
ヨ

ガ
ク)

文
l

学
(
ブ
ン

ガ
ク)

群
(
ク
ン
)

軍
l

旅
(
ク
ン

リ
ヨ

)

治

活

清

政
l

事
(
セ
イ
シ
)

十
!

世
(
シ
フ
セ
イ)

上
l

遥

(
シ
ャ
ウ

タ

ツ)

前

消

相川

セ
ン

O

セ
y

ジ
ン

O

セ
ン

ジ
ワ

。

プ

セ
ン

菩
(
セ
ン
)

善
l

人
(
セ
ン
ジ
ン
)

善
l

柔
(
セ
ン

シ
ュ

ウ)

不
1

菩

消

清

治

タイケン
O

タイコ
O

タイサイ

(
フ
セ
ン
)

大
l

賢
(
タ
イ
ケ
ン
)

大
!

故
(
タ
イ
コ
)

大
l

祭
(
タ
イ

活

消

清

サ
イ)

大
1

事
(
タ
イ
シ
)

大
1

受
(
タ
イ
シ
ュ

ウ)

大
l

人
(
タ
イ
ジ

清
清

泊

清

ン
)

大
!

臣
(
タ
イ
シ
ン
)

大

賓
(
タ
イ
ヒ
ン
)

大
l

夫
(
タ
イ
プ)

清
治

消
消

沼
泊

タ
イ
フ

O

サ
ン
タ
イ

O

タ
ウ

O

チ

。

大
!

夫
(
タ
イ
フ)

一

千
代
(
サ
ン

タ
イ)

堂
(
タ
ウ)

地
(
チ)

清
清

治

済

活

ト
ウ

O

ク
ワ
イ
ト
ヴ『「
ク

ワ

イ
」の
仮/
ト
ウ

ε

同
(
ト
ウ)

会
l

同
一

。

{
一

室l
子
(
ト
ウ
シ
)

清

治/名無し 。トウ\
消

二
、

相
違
す
る
例

進
l

退
(
シ
ン

ダ
イ)

博
l

突
(
パ

ク
エ
キ)

耕

(
タ
ガ
エ
ス)

清

清

注
記
の

詳
密
さ
と
い
う
点
で

、

宣
賢
点
の

方
が
文
明
本
の
訓
点
よ
り 、

よ
り
徹

底
し
て
い
る 。
又 、
二
の 、
相
違
す
る
例
の
「
進
退」
「
博
爽」
も
文
明
本
の
訓
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点
の
ど
と
く

濁
点
を
付
す
例
が
他
の
節
用
集
に
も
あ
り 、
文
明
木
の
訓
点
は

「
不
濁
点」
の
意
図
か
ら
見
て 、
徹
底
を
欠
い
て
は
い
る 。
し
か
し 、

一
の
如

く両
者
が一致す
る
例
が
極
め
て
多
く 、

宣
賢
点
の
「
清」

注
記
の
意
図は
文

明
本
の
「
不
濁
点」
の
それ
に
基
本
的
に一致
する乙
と
が
明
ら
か
で
あ
る。

文
明
本
節
用
集
所
械
の
漢
籍
の
訓
法
の
系
統
は 、
小
林
芳
規
先
生
の
御
調
査
に

依れば史書関係は菅原家 、経書関係は清原家訓法に一致する由であ

⑬

スム

る 。
「
不
濁
点」
と
「
桂川」
注
記
と
が
右
の
如
く一

致
す
る
の
も 、
文
明
本
節

用
集
所
載
の
論
語訓
点
が 、

清原家
訓
法
に一
致す
る
一
証
と
な
る。
ζ
乙

スム
Zゴル

で 、
「
清」
「
濁」
注
記
の
存
す
る
抄
物
の
講
者
逮
と 、
文
明
本
節
用
集
の
編
者

との関係が明らかにされなければならないが 、定かでない 。ただ 、

次
の
よ
う
に
考える
ζ
とは
出来
る。

仏
書 、
問
書
の
抄
物
に
つ
い
て
は 、
注
記
怒
図
が
漠
鋲
の
抄
物
の
そ
れ
と
異

な
る
の
で 、
漢
籍
の
抄
物
に
限
っ

て
そ
の
講
抄
者
を
見
る
と 、
五
山
禅
僧
と
し

ては 、
佐一
雲
等
蓮

二
三
八
九l一
四七
ご 、
綿
谷
周

政

二
四
O
五!一

四
七
二) 、
天
岩
牧
中
(
?) 、
桃
源
開柵
仙
(一
四
三
O
l一

四
八
九) 、
景
徐

周
瞬間

二

四
四
O
l
一

五
一

八)
、

湖
月
信
鋭
(
一

五
三
三((
岡山))
没)
、

笑
雲
約

三
(
?)
で
あ
り 、
博
士
山本
学
者
と
し
て
は 、
清
原凸日一
賢
(一
四
七
五
l一

五

五
O)
で
あ
る 。
ホ
の
五
山
禅
僧
達
は
先
学
の
諸
論
考
(
注
②)
に
よ
っ

て
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
如
く 、
漢
香
川字 、
史
記
学 、
あ
る
い
は
論
語 、
易
経
等
の

学
問
上 、
系
統
上
密
接
な
結
び
つ
き
の
あ
る
僧
逮
で
あ
り 、
学
問
僧
と
し
て
著

名な僧透である 。(湖月信鋭については約三との結びつき以上のζとは不

明 。〉
岐
陽
方
秀
(一
三
六
三((二
丁
一

回
二
九)
が 、
音
は
漢
音
呉
音
に
拘
泥

③

 

せ
ず 、
世
間
的
に
読
む
と
と
を
主
張
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
そ
し
て 、
ζ
の

主
張
の
如
く 、
漢立田
呉品目
の
二
音
併
用
主
義
が
広
ま
っ

て
い
た
乙
と
は
符
易
に

想
像
さ
れ
る
(
例
え
ば、

前
の
廷
武
本
玲
寸前
室
町
刻
別
訓
が
あ
る。)に
も
か

か
わ
ら

ず 、
禅
僧
の
中
で
も 、
学
僧
と
し
て
名
の
高
い
乙
れ
ら
の
僧
た
ち
は 、
漢
音
読

を
保
持
し
て
い
る
の
で
あ
る 。

一
回 、

文
明
本
節
用
集
は 、
文
明
年
間
の
成
立
で 、
編
者
は
禅
僧
と
見
ら
れ

て
い
る 。
成
立
時
期
か
ら
見
れ
ば 、
論
語
集
解
正
文
宣
賢
点
と
文
明
本
節
用
集

と
は
直
接
の関係は
無
い 。

し
か
し

時
代
的
に
見
て
も、
読
書立自
に
対
する
態

度
か
ら
見
て
も
文
明
本
節
用
築
の一
編
者
が 、
右
の
竺
雲 、
桃
源
を
中
心
と
す

る 、
祁
仰
の
グ
ル
ー

プ
と
学
問
的
に
結
び
つ
き
の
あ
っ
た
人
で
あ
っ
た
と
い
う

可
能
性
は
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い 。
文
明
本
節
用
集
の
「
不
濁
点」
は 、

岐
阪
の
よ
う
な
二
音
併
用
主
義
者
と
は
対
立
す
る 、
右
の
読
書
音
保
持
主
義
の

スム
エゴル

祁
僧
達
と
近
い
禅
僧
が 、
漢
籍
の
抄
物
の
「
清」
「
濁」
注
記
と
同一
窓
識
に

基いて付されたものと考えることが出来るのである 。

スム
ニゴん

な
お 、
宣
賢
の
抄
物
に
存
す
る
「
清」
「
濁」

注
記
の
う
ち 、

淡
字
に
直
接

注
記
す
る
注
記
法
が 、
宣
賢
の
創
り
出
し
た
も
の
で
は
無
い
こ
と
は 、
宣
賢
の

抄
物
に
先
行
す
る
五
山
僧
の
抄
物
に
既
に
存す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら

か
で
あ
る 。
漢
書
抄
(
資
料
①
②
③
④)
史
記
抄
を
宣
賢
も
書
写
し
て
お
り 、

五
山
制
約
か
ら
ζ
の
注
記
法
を
学
ん
だ
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
る。
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六、
結
言吾

スム
ニプん

最
後
に 、
抄
物
に
於
け
る
「
清」
「
濁
」

注
記
の
時
代
的
背
景
を考
え 、
ま

と
め
を
し
た
い 。

スム
エゴル

「
清」
「
濁」
注
記
が
存
す
る
こ
れ
ら
の
抄
物
に
於
て 、
清
濁
表
記
と
し
て

他
に
い
か
な
る
も
の
が
あ
っ
た
か
を
検
討
し
よ
う 。
仮
名
の
右
肩(
極
め
て
稀
に

左
肩)
に
付
さ
れ
る
濁
点
は 、
漢
文
訓
読
文
の
引
用
の
部
分
に
主
と
し
て
存

し 、
抄
文
中
の
仮
れ
には
稀
か、

ど
く
わ
ず
か
に
し
か
存
しな
い 。
乙
れは

えμ
-ゴシ

「
杭
」
「
泣
ν

注
記
が
見
ら
れ
る

抄

物
(
写
本
に
依
ら
ぬ
毛
詩
抄、

京…
窓
夜
話
を
除



抄 物 11: 於 け る 「清J 1濁」 注 記 に つ い て
く)

す
べ
て
に
共
通
す
る 。
例
え
ば 、
漢
書
列
伝
竺
桃
抄
で
は 、
訓
読
文
の
仮

名
に
は
お
例 、
抄
文
の
仮
名
に
は
口
例 、
史
記
抄
で
は
訓
読
文
で
お
例 、
圧
倒

的
に
分
量
の
多
い
抄
文
中
で
は
お
例
に
過
ぎ
な
い 。
訓
読
文
を
全
文
掲
げ 、
濁

点
を
詳
細
に
加
え
て
い
る
大
学
聴
塵 、
孝
経
秘
抄
で
も 、

抄
文
中
と
な
る
と 、

前
者
で
わ
ず
か
2
例 、
後
者
で
8
例
し
か
見
出
さ
れ
な
い 。
漢
字
に
付
さ
れ
る

単
声
点 、
濁
声
点
も 、
訓
読
文
中
の
漢
字
に
付
さ
れ
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で 、
抄

文
中
の
漢
字
に
付
さ
れ
る
の
は
非
常
に
少
な
い 。
濁
声
点
(
凶
点)
が
存
す
る

の
は 、
蒙
求
聴
慶 、
大
学
聴
慶 、
孝
経
秘
抄 、
中
庸
妙
で
あ
り 、
清
原
宣
賢
の

手
に
成
る
も
の
と
清
原
家
系
の
も
の
で
あ
る 。
宮一
賢
の
右
の
三
点
の
抄
物
に
は

単
声
点
(
図
点)
も
あ
る 。
ま
た 、
単
声
点 、
濁
声
点
を 、
圏
点
で
は
な
く 、

「・
」
「い
」
で
示
す
も
の
も
あ
る 。
家
求
抄 、
孝
経
秘
抄 、
中
府
抄
の
三
点

が
そ
れ
で
あ
る 。
声
調
を
示
す
機
能
は
無
く

仮
名
に
付
さ
れ
る
濁
点
と
同
じ

形

の
「
こ
を
漢
字
の
右
肩
に
付
す
例
も
あ
る 。
論
語
抄 、
内訳
求
聴
座 、
六
物
図

抄
の
三
点
で
あ
る 。
又 、
清
音
を
示
す
「。
」
記
号
を 、
漢
字
の
右
肩
に
付
す

乙
と
も
あ
る 。
六
物
図
抄
花
見
ら
れ
る 。
六
物
図
抄
に
は
ま
た
文
明
本
節
用
集

の
「
不
濁
点」
と
同
じ 、
漢
字
音
を
示
す
仮
名
の
右
肩
に
「0
」
記
号
を
付
す

手'内'u'ユ

例
が
あ
る 。
「
条1
数」
(
必
/
2)
の
知
き
例
で
あ
る 。
(「
不
濁
点」
の
「。」
記

号は
必
ずし
も 、
文明
本
節用
築の
編
者の
独
創と
は昔一口
え
ないか
も
知れ
な
い0)

以
上
の
よ
う
に 、
室
町
時
代
の
抄
物
に
於
て
は 、
清
濁
表
記
に
は
種
々
の
方

法
が
見
ら
れ
る 。
尚
喜
抄 、
六
物
図
抄
等
で
は 、
一
見 、
無
秩
序
に
混
在
す
る

か
に
見
え
る
程
で
あ
る 。
漢
字
に
付
さ
れ
る
濁
声
点
は 、
濁立日
を
示
す
方
法
と
。ギナリ

し
て 、
も
は
や
充
分
な
効
用
を
持
ち
得
な
く
な
っ

て
い
た
乙
と
は 、「
君
臣
之
誼」濁

(
孝
経
秘
抄
臼
オ)
の
例
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う 。
仮
名
の
右
肩
に
付
す

(
稀
に
は
左
肩
に
も)
濁
点
に
し
て
も 、
ま
だ
漢
文
訓
読
文
中
で
や
や一
般
化
し

つ
つ
あ
る
段
階
で 、
抄
文
中
と
な
れ
ば
例
外
的
に
し
か
見
ら
れ
な
い 。
室
町
時

代
中
期
か
ら
末
期
に
か
け
て 、
清
濁
表
記
法
は
こ
の
よ
う
に
種
々
の
方
法
が
試

み
ら
れ 、
し
か
も 、
そ
の
ど
れ
も
が
充
分
に
そ
の
機
能
を
発
揮
す
る
に
至
ら
ぬ

状
況
で
あ
る 。
か
か
る
状
況
下
で 、
正
統
な
読
書
音
の
規
範
を
誤
り
な
く

伝
え

る
為
に 、
最
も
確
実
な
方
法
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
の
が 、
漢
字
又
は
仮
名
で

Aム
エゴん

「
清」
「
濁」
と
注
記
す
る
方
法
で
あ
っ
た
と
理
解
す
る
ζ
と
が
出
来
る
の
で

あ
る 。日

本
漢
字
音
史
の
上
か
ら
見
れ
ば 、
鎌
倉
時
代
以
後 、
僧
侶
が
漢
籍
を
移
点

@

 

す
る
こ
と
が
多
く
な
る 。
そ
の
結
果
と
し
て 、
漢
籍
の
訓
読
に
呉
音
が
混
入
す

る
こ
と
が
多
く
な
り 、
室
町
時
代
に
は 、
遂
に
は
岐
陽
方
秀
の
よ
う
に 、
渓立回

呉主固
に
拘
泥
す
る
必
要
無
し
と
す
る
主
張
ま
で
生
ま
れ
た
の
で
あ
る 。
抄
物
の

「
清」
「
濁」
注
記
も 、
ζ
う
い
う
注
記
を
わ
ざ
わ
ざ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
事
自
体 、
正
統
な
読
書品目
(
漢
音
系)
を
伝
え
る
乙
と
が 、
既
に
困
難
に
な

っ
て
い
た
乙
と
を
物
語
っ

て
い
る 。
毛
詩
抄
で
「
モ
ト

ノ
問
書
ナ
ン
ト

ニ 、
口

テ
申
ス
時
ト

書
イ
テ
ヨ
ム
時
ト
ヲ
キ
、
チ
ガ
ヘ
テ 、
浄
忠
〈
常
忠
の
と
と)
ハ

清
テ
ヨ
ム
濁
テ
ヨ
ム
ト

云
テ
問
書
ヲ
惑
ヨ
7
レ
タ
ト

云-一
チ
カ
イ
カ
多
侯
ソ」

(
加
/
3

②)
な
ど
と
あ
る
の
も 、
乙
の
一平
怖
を
よ
く

表
わ
し
て
い
る
と
言
え

よ
う 。

スム
ニゴル

以
上 、
室
町
時
代
の
抄
物
に
見
ら
れ
る
「
清」
「
溺」
注
記
に
つ
い
て
考
察

を
加
え
た 。
今
後
の
問
題
と
し
て
は 、
足
利
学
校
関
係
の
抄
物
に
於
け
る
「
清」

エプル
「
濁」
注
記
の
調
査
と 、
室
町
時
代
末
期
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て 、
程
々
の

スム
ニゴル

清
濁
表
記
が
ど
の
よ
う
に
消
長
し

て
ゆ
き 、
そ
の
過
程
で 、
と
の
「
清」
「
濁」

注
法
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
あ
っ

て
い
た
か
を
漢
音・
呉
音
の
交
流
の
問
題
と

関
係
さ
せ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う 。

61 

注
①
「鎌
倉
室町
時代
之儒
教」
第
十三
章第三
豊田訓の
項 。
(組
頁)
そ
の
他 、



阿
部
隆一
氏
が
「
本
邦
中
世
に
於
け
る
大
学
中
将の
諮
鶏
伝
流
に
つ
い
て
学
府

の
古
紗
本
並
に
邦
人
撰
述
注
釈
苔
よ
り
見
た
る
|」
(「
斯
道
文
庫
論
集」
第
四

集)
で 、
宣
民の
大
学
聴
陸
に
こ
の
注
記
が
存
す
る
と
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ

る 。

注
②
奥
舎
は
掲
げ
な
い 。
詩
抄
者 、
成
立
時
期
に
つ
い
て
は 、
次
の
も
の
を
参
照
し

た 。ー 、
足
利
街
述
「
鎌
倉
室
町
時
代
之
儒
教」

2 、
一利融制措
「
抄
物
目
録」
I
E(

盟諸滞日午一
諸 一一一似)

「「国語学」J

3 、
大
塚
光
信
「
漢
書
抄
に
つ
い
て」(三
六
集)

4 、
同
右
「
史
記
抄の
ま
と
本
文」(

喝一請託)

5 、
阿
部
堅
「
室
町
時
代
邦
人
撰
述
論
語
孟
子
注
釈
書」
(
上・
下)(
既製

昭和三八年三月J

三九年三月
」

6
、

同
右
注
①
論
文

7 、

喜
朗
子
「
清
原
家の
孝
経
抄
諸
本
に
つ
い
て」(
醤特」)

8 、
柳
田
征
司
「
清
原
宣
賢
抄
『
孝
経
秘
抄』
の
本
文
の
性
格
に
つ
い
て」

ヘ「国語学」J

f七五集」

9 、
同
右 、
「
清
原
世不忠
の
論
語
抄
に
就
て」(忽鰍叫刊)

日 、
春
日
政
治
「7
2

2
い
ふ
語」(
翠)

日 、
時
一宮好切
畑町一
「「
永
正
本
六
物
図
抄』
附
解
説
及
索
引」

ロ 、
岩
波
文
庫
「
毛
詩
抄」
(一
・
二)
解
説
〈
倉
石
武
田
郎)

げ''

ン
尚 、
論
語
抄
の
「
将
軍
)
前
或
濁二品目元
警」
(
7
オ
5
①〉
孝
経
秘
抄
の
「
当

キン

ー
時

」
(
ロ
ウ
5)((「
濁」
の
字
は
別
筆))
等
の
例
は 、
用
例
数
に
加
え
て

主H1刈
い
ない 。
蒙
求
抄
「
丈
夫モ
本
テ
ハ
清
ソ」
も
同
線。

スム
ニプル

「
清」
「
濁」
注
記
が
存
し
な
い
抄
物
は
現
在
の
と
と
ろ 、
次
の
9
点
に
つ

い
て
確
認
し
て
い
る 。
(
すべ
て
原
本
調
査
に
よ
る 。)

ー 、
京
大
付
属
図
書
館
蔵
易
学
啓
蒙
通
釈
口
義
一
冊 、
一
柏
諮
月
舟
問
書

2 、
京
大
国
語
国
文
研
究
室
蔵
周
易
抄
一
冊 、
宗
超
柏
舟
議
横
川
長
三
問
書

3 、
同
右
蔵
毛
諮
問
書
一
冊
景
徐
議
実
隆
問
書 、
永
五
七
年

4 、
国立
国会
図書
館
蔵論
語
問
書
二
冊 、
清原業忠誠
天限龍沢問書

5 、
同
右
蔵
論
語
聴
座
五
冊 、
清
原
宣
賢

6
、

京
大
付
属
図
書
館
蔵

礼
記
抄

一

冊 、

宣
資
自
筆

7 、
同
右舷三
略
秘
抄
一
冊

宮一賢
自
筆

8 、
同
右
蔵
孟
子
抄
七
冊
宣
資
自
筆

9 、
大
東
急
記
念
文
庫
政
孝
経
抄
一
術
(
漢
文
抄)
宣
氏
自
筆

注
③
小
林
芳
一規
先
生
「崎
一繍域
史

重荷
集
解
建
武
本
の
訓
点」
(「
か
が
み」
第
十
二

号)

注
④
「
字立日
の
連
濁
に
つ
い
て」
(「
国
語
国
文」
第
十二
巻
五
号)

注
⑤
「
院
政・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
字
音
の
連
濁
に
つ
い
て」
(「
広
島
大
学
文
学
部
紀

要」
第
二
九
巻一
号〉

注
⑥ロ
ド
リ
ゲ
ス
「
日
本
大
文
山内」(
土
井
忠
生
先
生
訳側
頁〕
文 、
六
物
図
抄
に
「
ム

yタノ下ハ
ニ
コ
ル
ト
云」
(問
/凶〕
と
あ
る 。

注
⑦
例
え
ば 、
注
@
論
文
ゃ 、
室
町
時
代
の
字
書
類
で
の 、
川刊
MW
付
の
例
で
連
濁
さ
せ

た
例
を
掲
げ
る
と 、
次
の
如
く
で
あ
る 。

しんだい

シンダイ

進t
退
(
落
葉
集)
進
退
(
天
正
本・
易
林
本
節
用
集)
進1
退
(
醍
醐
寺
蔵
本

しゃうぐん

朝
文
粋
巻ム
ハ
延
成
元
年
点 、

天
理
図
書
館
蔵
三
教
指
帰
仁
平
四
年
点) 、

将
軍(
落

シヤワグン

らうご〈

。yヤウ

葉
集〉
将
軍
(
天
正
本・
易
林
本
節
用
集)
中
国
(
落
葉
集)
菅
丞
相
(
輪

Yヤウ

。。
ジヤウジヨ

王
寺
蔵
諸
事
表
白一
帖) 、
荘
子
(
観
智
院
蔵
世
俗
諺
文
鎌
倉
初
期
点) 、
尚
書

(
易
林
本
節
用
集〉

注
③
「
日
本
漢
字品目
に
於
け
る
頭
子
音の
清
濁
(
上)
(
下)
鼠
鋭
清
の
字
に
し
て
日

本{子立日
濁
音
と
な
る
も
の
に
就
て
1」
(「
国
語
国
文」
第
三
七
巻
第一
二
号 、
第

三
八
巻
第一
号)

注
③
注
③
論
文
で
は 、
「
街」
「
萄」
「
抱」
字
が
慣
用
音
と
し
て
濁
音
と
な
る
と
と
を 、

「
匂」
字
か
ら
の
類
推
と
考
え
て
お
ら
れ
る 。
又 、
と
まっ
ひ
で
お
氏
は 、
文
明
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fþ 物 Iζ 於 け る 「清J I濁」 注 記 に つ い て

本
節
用
集で
「
拘」
字に不
濁
点が
付さ
れて
い
る理
由と
し
て、
「
旬」
字か

らの
類
推を
避けた
もの
と
解
して
お
ら
れ
る。
(「不濁
点」
(「国語
学」
八
十

集))

注
⑮福
永
静
哉
「
浄土
真
宗
伝
承
音の
研
究」却
頁

注
@「
国
語
音
韻
史の
研
究」
所
収
「メ
イ
(
明)
ネ
イ
(申串)
の
類は
果し
て
淡
音

な
ら
ざ
るか」

注
⑫
例えば 、
次に
掲
げ
る如
く 、
当
時の一
般
的な
漢
字
音と
相
迩し 、
そ
れ
と
混

同
しや
すかっ
た
為と
考え
ら
れ
る。

プタウ

ムヘン

タウ

無
道
(
孝経秘
抄)
無辺1(中尉町γ道
(
易
林
本
節用
集)

濁
清
フポ

プモ

父1
母
(
孝経秘
抄)
父
母
(
制限
頭
屋本 、
易林
本
節用
袋 、
落
葉
集)

清
濁シン

キユン

品
千人
音ハ
仁ト
濁ソ
(
漢
書
列
伝竺
桃
抄)
貴人
(
明
応 、
天
正 、
銀
頭

屋 、
黒
本 、
易
林
本
節用
築 、
落
葉
集)

ゾセン

タネン

自
然
(
孝経秘
抄)
自
然
(
天正 、
銀
頭
屋 、
易
林
本
節用
集)

清濁

注
⑬既
に
触
れた
如く 、
注
③の
岡
本
論
文に
依れば 、
日
本
漢
字音の
廷
に
なっ
た

中
国の
音
韻
体
系には 、
韻鋭
清車日
字
次
清
音
字の
あ
る
種の
もの
に有
声化が

認め
ら
れ 、
日
本
漢
字音
と
して
濁
音と
な
るもの
を
指
摘し
て
お
ら
れ
る。
し

か
し 、
と
れ
は
個
別
的な
現
象で
あ
り 、
個々
の
字に
就て
広い調
査が
必
姿で

あ
る。
現
段
階で
は 、
述濁
と
いう
解
釈
も
許さ
れ
よ
う 。

注
⑬
「ヨ
ミ
ツ
ク」
が 、
伝
統
的な
説み
く
せ
を
窓
味す
るζ
とは 、
史記
抄
に
於
け

る、
次の
よ
う
な
用
例か
ら
分か
る。

オ

ォゥ

11111111l

烏テコ
ソ
ア
ラ
ウス
レ 、
烏
孫ト
読ツ
ケ
タソ
(2
オ日
⑫)

タワツ

コy
fI
ll111』

滑
読
如{子ト
云
時ハ
滑ノ
音テモ
ア
ラ
ウソ 、
アレ
トモハ

ヤ
滑
昨日ト
読ツ
ケ

列川川(幻
ウ9
@)

サ島、ェシメハミノ」

あリV

ヲ

タ

郷
伎下ニ

二
世-
11ム
ト

荻タラハ
ヨ
カ
ラ
ウ
ス
ヵ 、
サ
ワ
ナ
ウ
テ
郷

使ト
読ツ
ケ
タソ
(
中略)
チ
ヤ
ウ
ト

定タルヨ
ミ
クセソ
(お
オ
叩
⑤)

注
⑬
建武
本論
語に、
室
町
期
別訓と
して、

エグミンスル
を

悪--

不t
仁-
者
(里
仁〉

そノザヘニ

の
例が
あ
る。
「ザヘ
ニ」
と濁
る
例で
あ
る。

注
⑮
例えば 、
類
似の
語と
し
ての
「
実否」
を 、
目
前川辞
書
で
は
26U己〕
と
し

て
い
る。
又 、
注
③
書で、
真
言
宗
伝承串自に、
「t
入
声+ハ
行
音」
の
半濁

音
化の
例が
多
く
あげ
ら
れ
てい
る。〈
m
頁以
下)

注
⑫「明細
大
慈
恩
寺三
蔵
法
師伝古
点の
国
語
学的研
究」
訳
文
街 。

注
⑬
漢
字に直
接
傍
記
するの
に、
都
僧の
抄
物で
は
漢
字の
右
傍に、
品川
原笠間Hは

左
傍に
注
記
す
るの
が
原
則で
あ
る。
と
の
相
巡の
意
味
す
ると乙
ろ
につ
いて

は
別に
考えた
い。

注
⑬
直
接御
教一木下さっ
た 。

ニ
シEシ
レトモ

注
⑫桂
庵和
尚家
法
倭点
に
「
不二
和
尚目 、
呉
育
波山口ノ
事 、
更
難レ
信
然
本

yタミ

カ

ケノ

国
久'
読ツ
ケ
タ
様ニ
ヨ
マ
ネパ 、
キ
カ
レ
ヌ
ナ
リ 、

一
家
仁 、
三1家
者
儒

ノ

テエ
ヲ
ハ

モ

ム

書
中ナレ
トモ 、

呉
音 、
波立円随レ
処
読レ
之
也
或
又経i
文
斜1話
其7、
読t

E-セキペツJヲシヘト

サン
ト

之説1
禅
寂
滅
教
唱ア
ゲ 、
又雪?
山
成t道
読
曲
事也 、
セ
キベ
ッ
トハ 、

エ
タノ

渓
昔 、
是ハ
セ
メ
テ 、
外
記ナトモ 、
大
学
如レ
此
ヨ
メ
パ
コ
ソ
アレ 、
セッ

ナリ

エ

ヲ

セン
ヲ
セッ
サン
ト

読ム 、
物'
笑
也 、
又 、
論
語
=一I
十四'
十
ス
ン
テ
読

ム
寸ハ 、
昔ヨ
リ 、

俗
書読-一
説ツ
ケタレ
ドモ 、

文1
字
人t
前
用
也 、
人
間レ

ヲ

シフ
シフ

ニ

年
スン
デ 、
三E
十
四1
十
答ヘ
タラハ 、
カ
タコ
ト

可レ
笑也 、
只
世
界
申シ

tttスルヲIli--
ス
ト

ツ
ケ
タ
様ニ
続テ
早ク
迷レ
理 、
為レ
肝
腰也」と
あ
る。

注
@中問
視
夫
編
「
文
明
本
節用
築
研究並びに
宗
引」
影
印
街の
解
説 。

注
⑫
小林
芳
綴
先
生
「
位
猪硝
議訓
設の
国
謡
史
的
研
究」

2 。
また 、
本

舎
に
よ
れ
ば 、
漢立目白一(且日併存
の
点本
の
例
と
し
て 、
東
山
文
庫
成毛
詩

巻第十五
鎌
倉初
期写
本の
鎌
倉後
期或
は
南北
朝
期
の
締
加
の
舎
入
れ
に

セキ莫声
「
万
は
蛍
l

虫也」
と
あ
る。
(別
頁)

シャ呉|

注
@その
他
「
十」
字に
濁
注記の
例
(拍車
求
抄)
が
あ
る。
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付
記本稿は昭和必年日月mm日国語学会中国四国支部大会(広島大学)

で口頭

発表したものを智き改めたものであります 。

本稿を成すにあたって 、
小林芳規先生をはじめ 、
多くの方々
の御指導を

賜わりました 。
厚く御礼申し上げます 。

補
記

スム

抄物に於ける「清」
注記について 、27一目 一豆諸史研究入門」(「日本語の歴史」
別

巻 、
制
頁 、
山田俊雄氏執筆〉
で触れられているζとを 、
福島邦道氏より御指

摘いただいた 。
そとでは「点例」
に挙げる故実よみとして引く所を再引し 、

スム

毛詩抄の「南山」
の「山」
に「治」
注記した例を照合させ 、
故実よみが 、
と

おく博士家のよみ方に出たものと推察しておられる 。
又 、
参考として 、
本げ

られた山石橋小弥太氏の「名自殺
を(

認担匂士言語民俗論叢」)
にも 、
毛詩

抄の「清」「濁」
注記の一例を引いておられる 。

スム
エゴル

本稿は 、
抄物資料に於ける「清」「濁」
注記の用例を集め 、
分析し 、
具体

的にその性格を考えようとしたものである 。
その結果は 、
抄物に於けるとの

注記の意図するところが 、
漢絡を読書認容する次元での 、
正統な音を標示せ

んとしたもので 、
その注記効果は 、
室町時代の他資料に於ける発音と比較す

るととによって浮かび上って来るべきものであった 。
との点について 、
福島

邦道氏より日稲辞書にみられる用例をいくつかお示し下さり 、
種々
の御教一不

スム
エゴル

をいただいた 。
そとで 、
抄物に於いて「消」「濁」
注記された漢詩の発音と 、

日葡辞舎に登録されているそれらの語の発音との比較を試みた 。
抄物に於い

スム
ユゴル

て「清」「濁」
注記されている漢語(異なり語数出語)
のうち 、
日葡辞舎K

スム
Zゴル

登録されているものは臼語である 。
抄物で「消」「濁」
注記された漢語の発

音と日葡辞書での発音とを比較すると 、
両者が清濁に於て相違するもの必

語 、
日葡辞容には清濁阿形笠録されているもの7語 、
両者で一
致するものロ

スム
エプル

語となる 。一
方 、
抄物の「清」「濁」
注記の怠図は 、
ω漢音呉音で清濁対立す

る字の漢音を一示すもの 、
制連濁を避ける(一
部連濁する乙とを示す)
もの 、

付読み癖として 、
淡品目の体系の内部での清濁を示すか 、
呉出同誌を一示すもの

と 、
大きく三分することができる 。
乙れらの意図と 、
日補辞書に於ける発音

トワy

とを比絞し 、
表にすると 、
次の如くになる 。(ζの表の用例数は「童子」((日

清前

汀同調副叫「||JIll斗||
J1||」
初では
宮」-))
の如き場

τ
γ比較一清濁対立一
説
訴二致する
ナ訂
一
合、
出それぞれに一
例

一注記//
一するもの一

一
の
一

言
一

一td日M3γ/=

-52D-

一

一

「隠悶トν区一「「ll1lt11「1111Lト「「Hl1l
1
l111L一
二として数えてある。J〉
ζ

一
ω
類一
幻

一
6

一
5

一
m必叩

一
の表か，らり 、
抄物に於いて

寸ll1IIllll11I=hi'?it』}l!一B|1lllllll|一T』I1』』lllll寸}}lllllll一
スム
ニゴル

一
例
類
一

4
一

0
一

3
一

7
一
「清」「濁」
注記された淡

「
バパ引」
寸 Ill- --ー!っ l引 |
ln l一
語の発音が 、
日葡辞書に

一
付
類=
3

一
0

一
4

一
7

一

τIll-Hil
---
iqi"1HUH-γHI --一

登録された発音と大きく

一

十
=
4

一
6

一
2

一一
2
-

:
11
1111
「
い|「|||
卜
ぃーー
「
ピ
異なるものである乙とが

明らかである 。
日葡辞書で清濁両形存するもの
(博士
切宮口」ご
『白gHP
江

ぶ
号
勺
g同po
s-
天1P→2
3・
3
5
判官
55・×bnp
ぽ

清

清清

拝

セン然『一-HO口、
uc」g-
鬼t神心一』-PC-HE)
は 、
すべて仰類に属するものである 。

濁

清

両者で一
致するものは刊納付の三類にわたって見出せる 。
この一
致例をいか

コクト清ソ

に解釈するかは
容易ではない 。
しかし 、
例えば「戦国
」
に対して日葡辞

呑では×gnog
とし 、
文章語である旨の「S」
注記が付されているのは注

目される 。
福島邦道氏は「連声と読み続」(「国語学」臼集)
で 、
毛詩抄に於

ける「比物」
の「物」
をフツと治んで読むべく注記した例を挙げられ 、
漢籍

読みでの読み癖と説かれた 。
私には「故笑読み」「読み癖」
といわれるもの

の性格がまだ充分には理解できぬとζろがあるが 、
雑多な概念と考えられる

スム
エゴル

「故実読み」「読み鮮」
というものの性絡も 、
抄物に於ける「清」「溺」
注記

を読一
世一室日を示したものと解する乙とによって 、
逆に 、
今後 、
より明らかにさ

れねばならないと考える 。
それは 、
日術辞書等に登録された字昔話の性格を

明らかにする乙とにもなるであろう 。
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